
236あと 日

2
No.350

2021年

伊賀市地域おこし協力隊活動報告特集

広報広報

今月の表紙は令和３年成人式の様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。

今月の納税
●納期限　３月１日 （月）
納期限内に納めましょう
固定資産税（４期）
国民健康保険税（８期）

2021 年（令和３年）２月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課
〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　89,771 人　○世帯数　40,620 世帯
○男　44,090 人　　○女　45,681 人

伊賀市の人口・世帯数
令和２年 12月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

２月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

　今回は「三重とこわか国体」で市実行委員会のボ
ランティアに登録されている北浦愛梨さんと中瑞希
さんにお話しを聞きました。
Ｑ . ボランティアに応募したきっかけを教えてくだ
さい。

（北浦）　　応募ポスターを見て、やってみたいと好
奇心を抱いたからです。

（中）　　　私は北浦さんに誘われてボランティアに
興味が湧きました。

Ｑ. ボランティア活動への意気込みを教えてください。
（北浦）　　たくさんの人に三重とこわか国体を知っ

てもらって、試合を見に来てほしいです。
（中）　　　三重県で国体が開催されるので、少しで

も貢献したいです。
Ｑ . 三重とこわか国体開催で楽しみにしていること
はありますか？

（北浦）　　全国の選手たちが団結してスポーツを楽
しんでいるところが見たいです。

Ｑ . 市民の皆さんへのメッセージをお願いします。
（北浦・中）私たちと一緒に楽しみましょう！
【ボランティアの申込先・問い合わせ】
　三重とこわか国体伊賀市実行委員会
　（国体推進課）
　☎ 43-9100　℻  43-9102
　 kokutai@city.iga.lg.jp

～三重とこわか国体をもっと知ろう～

vol.17

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990　【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の 30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※点滴・レントゲン検査・血液検査・インフルエンザ検査はできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・
　健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◆受診可能な医療機関は、救急医療情報センター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
　岡波

２
　名張

３
　岡波

４
　名張

５
　上野

６
　名張

７
　名張

８
　岡波

９
　上野

10
　岡波

11
　名張

12
　上野

13
　上野

14
　岡波

15
　岡波

16　
　名張

17
　岡波

18
　名張

19
　上野

20
　名張

21
　名張

22
　岡波

23
　上野

24
　岡波

25
　名張

26
　上野

27
　上野

28
　岡波 ＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。

三重とこわか国体 300日前 PR活動



活
動
１
　
サ
ル
の
見
回
り

　
地
域
の
人
と
一
緒
に
サ
ル
の
見
回
り
を

し
て
い
ま
す
。

　
サ
ル
に
着
け
て
い
る
発
信
機
を
ア
ン
テ

ナ
で
受
信
し
て
探
し
ま
す
。
サ
ル
の
位
置

を
把
握
し
追
い
払
う
こ
と
で
、
農
作
物
の

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

阿
波
地
域
住
民
自
治
協
議
会

会
長
　
村
上
　
靖
尚
さ
ん

　
面
談
時
は
小
柄

で
繊
細
な
印
象
で

し
た
が
、
さ
す
が

「
狩
ガ
ー
ル
」
で

す
。
今
で
は
、
猟

師
や
食
肉
業
者
と
連
携
し
て
狩
猟
や
ジ
ビ

エ
肉
の
生
産
な
ど
を
は
じ
め
、
試
験
研
究

機
関
と
の
連
携
も
行
い
、
活
動
域
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
に
３
年
間
は
短
す
ぎ
ま
す

の
で
、
任
務
終
了
後
も
こ
の
地
で
活
動
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

活
動
２
　
シ
カ
の
解
体

　
解
体
処
理
施
設
で
シ
カ
の
解
体
研
修
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
解
体
は
一
人
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
は
作
業
時
間
の
短
縮
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　
捕
獲
は
地
域
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
一
人
で
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
伊
賀
市
に
移
住
し
た
率
直
な
感
想
は
「
移
住

し
て
き
て
良
か
っ
た
」
で
す
。

　
島
ヶ
原
で
は
人
や
環
境
に
も
恵
ま
れ
、
野
菜

作
り
を
通
し
て
、
自
然
と
共
存
す
る
こ
と
の
大

切
さ
や
、
モ
ノ
作
り
の
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
１
　
島
ヶ
原
産
の
ニ
ン
ジ
ン
で

ジ
ュ
ー
ス
作
り

　
ミ
ネ
ラ
ル
と
ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
な
島
ヶ

原
産
の
ニ
ン
ジ
ン
を
無
農
薬
で
栽
培
し
、

素
材
の
栄
養
素
を
ま
る
ご
と
と
れ
る

ジ
ュ
ー
サ
ー
で
「
素
材
と
製
法
に
こ
だ

わ
っ
た
心
と
体
に
優
し
い
健
康
ジ
ュ
ー

ス
」
を
作
り
、商
品
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

島
ヶ
原
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長
　
松
永
　
享
二
さ
ん

　
西
村
さ
ん
は
、
地

域
の
野
菜
作
り
を
学

び
つ
つ
、
島
ヶ
原
産

の
ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ

た
ジ
ュ
ー
ス
作
り
な

ど
、地
道
に
粘
り
強
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
に
は
主
原
料
の
ニ
ン
ジ
ン
を
収
穫

し
、
ジ
ュ
ー
ス
を
試
作
し
た
と
こ
ろ
、
大

変
甘
く
て
飲
み
や
す
い
ジ
ュ
ー
ス
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
地
域
の
課
題
が
残
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
島
ヶ
原
地
域
で
活

動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

活
動
２
　
地
域
お
こ
し
に
役
立
つ
研
修
へ
の
参
加

　
赤
目
自
然
農
塾
や
市
の
主
催
す
る
観
光

ま
ち
づ
く
り
企
画
塾
で
、
野
菜
や
米
の
育

て
方
や
、
企
画
・
商
品
作
り
、
ど
う
や
っ

て
売
っ
て
い
く
か
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
協
力
隊
と
し
て
、
技
術
を
学
ん
だ
り
商

品
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
の
商
品

の
売
り
方
や
発
信
の
方
法
も
勉
強
し
活
動

に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
阿
波
地
域
に
着
任
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
主

に
獣
害
対
策
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
き
た
ほ

か
、
ア
マ
ゴ
の
発
眼
卵
の
放
流
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ど
の
活
動
も
、
一
人
で
は
行
え
な
い
た
め
、

地
域
の
人
と
の
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

サ
ル
の
見
回
り
に

使
う
ア
ン
テ
ナ

伊賀市地域おこし協力隊活動報告伊賀市地域おこし協力隊活動報告

▲

シカを解体する
　様子

阿
波
　
菅
生
　
文
佳
隊
員

島
ヶ
原
　
西
村
　
英
里
奈
隊
員

地域おこし協力隊とは
　人口減少や高齢化が進む地方に、地域外の人材を地域おこし協力隊として積極的に受け入れ、地域ブ
ランドの開発などの地域おこし支援活動などを行いながら、地域への定住・定着を図る取り組みです。
　伊賀市では現在、島ヶ原地域で西村隊員が、阿波地域で菅生隊員が活動しています。
　今回は、二人のこれまでの活動成果などを報告します。

【問い合わせ】
○島ヶ原支所振興課　☎59-2053　℻  59-3196
○大山田支所振興課　☎47-1150　℻  46-0135
○地域づくり推進課　☎22-9680　℻  22-9694

こ
ん
な
活
動
を

行
い
ま
し
た
！

ニンジン本来の甘み
を感じられます。

動画での情報
発信について
も学びました。
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シカを解体する
　様子

阿
波
　
菅
生
　
文
佳
隊
員

島
ヶ
原
　
西
村
　
英
里
奈
隊
員

　
一
年
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、
い

ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
り
、
多
く
の

人
に
支
え
て
も
ら
っ
た
一
年
で

し
た
。

　
自
分
の
感
性
を
大
事
に
し
な
が

ら
「
感
謝
」
と
「
楽
し
む
こ
と
」

を
忘
れ
ず
、
地
域
課
題
の
解
決
や

地
域
お
こ
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
集
め
、
も
っ
と
大
胆
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
着
任
し
て
７
カ
月
が
経
ち
、
地

域
や
活
動
に
も
慣
れ
て
き
て
、
わ

な
の
見
回
り
や
捕
獲
、
研
修
と

い
っ
た
１
日
の
流
れ
も
定
着
し
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、阿
波
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、

他
の
地
域
の
人
と
も
繋
が
り
が
で

き
、
旬
の
野
菜
や
米
、
鹿
肉
、
猪

肉
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
野
菜
や

米
が
と
れ
る
よ
う
、
獣
害
を
減
ら

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域おこし協力隊の活動は
フェイスブックをチェック！

▲伊賀市地域おこし協力隊
　フェイスブックページ

日
々
の
活
動
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て

西
村
隊
員
令
和
元
年
11
月
着
任

菅
生
隊
員
令
和
２
年
７
月
着
任

アンテナを使う
とサルがいる方
角と大まかな場
所が分かります。
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活
動
１
　
サ
ル
の
見
回
り

　
地
域
の
人
と
一
緒
に
サ
ル
の
見
回
り
を

し
て
い
ま
す
。

　
サ
ル
に
着
け
て
い
る
発
信
機
を
ア
ン
テ

ナ
で
受
信
し
て
探
し
ま
す
。
サ
ル
の
位
置

を
把
握
し
追
い
払
う
こ
と
で
、
農
作
物
の

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

阿
波
地
域
住
民
自
治
協
議
会

会
長
　
村
上
　
靖
尚
さ
ん

　
面
談
時
は
小
柄

で
繊
細
な
印
象
で

し
た
が
、
さ
す
が

「
狩
ガ
ー
ル
」
で

す
。
今
で
は
、
猟

師
や
食
肉
業
者
と
連
携
し
て
狩
猟
や
ジ
ビ

エ
肉
の
生
産
な
ど
を
は
じ
め
、
試
験
研
究

機
関
と
の
連
携
も
行
い
、
活
動
域
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
に
３
年
間
は
短
す
ぎ
ま
す

の
で
、
任
務
終
了
後
も
こ
の
地
で
活
動
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

活
動
２
　
シ
カ
の
解
体

　
解
体
処
理
施
設
で
シ
カ
の
解
体
研
修
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
解
体
は
一
人
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
は
作
業
時
間
の
短
縮
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　
捕
獲
は
地
域
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
一
人
で
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
伊
賀
市
に
移
住
し
た
率
直
な
感
想
は
「
移
住

し
て
き
て
良
か
っ
た
」
で
す
。

　
島
ヶ
原
で
は
人
や
環
境
に
も
恵
ま
れ
、
野
菜

作
り
を
通
し
て
、
自
然
と
共
存
す
る
こ
と
の
大

切
さ
や
、
モ
ノ
作
り
の
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
１
　
島
ヶ
原
産
の
ニ
ン
ジ
ン
で

ジ
ュ
ー
ス
作
り

　
ミ
ネ
ラ
ル
と
ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
な
島
ヶ

原
産
の
ニ
ン
ジ
ン
を
無
農
薬
で
栽
培
し
、

素
材
の
栄
養
素
を
ま
る
ご
と
と
れ
る

ジ
ュ
ー
サ
ー
で
「
素
材
と
製
法
に
こ
だ

わ
っ
た
心
と
体
に
優
し
い
健
康
ジ
ュ
ー

ス
」
を
作
り
、商
品
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

島
ヶ
原
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長
　
松
永
　
享
二
さ
ん

　
西
村
さ
ん
は
、
地

域
の
野
菜
作
り
を
学

び
つ
つ
、
島
ヶ
原
産

の
ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ

た
ジ
ュ
ー
ス
作
り
な

ど
、地
道
に
粘
り
強
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
に
は
主
原
料
の
ニ
ン
ジ
ン
を
収
穫

し
、
ジ
ュ
ー
ス
を
試
作
し
た
と
こ
ろ
、
大

変
甘
く
て
飲
み
や
す
い
ジ
ュ
ー
ス
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
地
域
の
課
題
が
残
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
島
ヶ
原
地
域
で
活

動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

活
動
２
　
地
域
お
こ
し
に
役
立
つ
研
修
へ
の
参
加

　
赤
目
自
然
農
塾
や
市
の
主
催
す
る
観
光

ま
ち
づ
く
り
企
画
塾
で
、
野
菜
や
米
の
育

て
方
や
、
企
画
・
商
品
作
り
、
ど
う
や
っ

て
売
っ
て
い
く
か
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
協
力
隊
と
し
て
、
技
術
を
学
ん
だ
り
商

品
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
の
商
品

の
売
り
方
や
発
信
の
方
法
も
勉
強
し
活
動

に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
阿
波
地
域
に
着
任
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
主

に
獣
害
対
策
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
き
た
ほ

か
、
ア
マ
ゴ
の
発
眼
卵
の
放
流
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ど
の
活
動
も
、
一
人
で
は
行
え
な
い
た
め
、

地
域
の
人
と
の
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

サ
ル
の
見
回
り
に

使
う
ア
ン
テ
ナ

伊賀市地域おこし協力隊活動報告伊賀市地域おこし協力隊活動報告

▲

シカを解体する
　様子

阿
波
　
菅
生
　
文
佳
隊
員

島
ヶ
原
　
西
村
　
英
里
奈
隊
員

地域おこし協力隊とは
　人口減少や高齢化が進む地方に、地域外の人材を地域おこし協力隊として積極的に受け入れ、地域ブ
ランドの開発などの地域おこし支援活動などを行いながら、地域への定住・定着を図る取り組みです。
　伊賀市では現在、島ヶ原地域で西村隊員が、阿波地域で菅生隊員が活動しています。
　今回は、二人のこれまでの活動成果などを報告します。

【問い合わせ】
○島ヶ原支所振興課　☎59-2053　℻  59-3196
○大山田支所振興課　☎47-1150　℻  46-0135
○地域づくり推進課　☎22-9680　℻  22-9694

こ
ん
な
活
動
を

行
い
ま
し
た
！

ニンジン本来の甘み
を感じられます。

動画での情報
発信について
も学びました。
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に
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の
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す
。
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追
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。
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民
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な
印
象
で
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が
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が

「
狩
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で
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で
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と
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し
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や
ジ
ビ

エ
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の
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を
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、
試
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と
の
連
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も
行
い
、
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動
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を
広
げ

て
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ま
す
。

　
地
域
お
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に
３
年
間
は
短
す
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ま
す

の
で
、
任
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終
了
後
も
こ
の
地
で
活
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ほ
し
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と
思
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ま
す
。
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理
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で
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の
解
体
研
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を
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ま
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は
一
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で
行
え
る
よ
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に
な
り
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現
在
は
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時
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を
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し
て
い

ま
す
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捕
獲
は
地
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の
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に
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も
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て
い
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
一
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で
で
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る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
伊
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市
に
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住
し
た
率
直
な
感
想
は
「
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住

し
て
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て
良
か
っ
た
」
で
す
。

　
島
ヶ
原
で
は
人
や
環
境
に
も
恵
ま
れ
、
野
菜

作
り
を
通
し
て
、
自
然
と
共
存
す
る
こ
と
の
大

切
さ
や
、
モ
ノ
作
り
の
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。
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作
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と
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な
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を
無
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と
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に
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だ
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と
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に
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を
進
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ま
す
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会
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永
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菜
作
り
を
学

び
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つ
、
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の
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た
ジ
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作
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な

ど
、地
道
に
粘
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い
活
動
を
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い
ま
す
。
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に
は
主
原
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の
ニ
ン
ジ
ン
を
収
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し
、
ジ
ュ
ー
ス
を
試
作
し
た
と
こ
ろ
、
大

変
甘
く
て
飲
み
や
す
い
ジ
ュ
ー
ス
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
地
域
の
課
題
が
残
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
島
ヶ
原
地
域
で
活

動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

活
動
２
　
地
域
お
こ
し
に
役
立
つ
研
修
へ
の
参
加

　
赤
目
自
然
農
塾
や
市
の
主
催
す
る
観
光

ま
ち
づ
く
り
企
画
塾
で
、
野
菜
や
米
の
育

て
方
や
、
企
画
・
商
品
作
り
、
ど
う
や
っ

て
売
っ
て
い
く
か
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
協
力
隊
と
し
て
、
技
術
を
学
ん
だ
り
商

品
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
の
商
品

の
売
り
方
や
発
信
の
方
法
も
勉
強
し
活
動

に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
阿
波
地
域
に
着
任
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
主

に
獣
害
対
策
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
き
た
ほ

か
、
ア
マ
ゴ
の
発
眼
卵
の
放
流
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ど
の
活
動
も
、
一
人
で
は
行
え
な
い
た
め
、

地
域
の
人
と
の
連
携
を
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切
に
し
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。
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回
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ア
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伊賀市地域おこし協力隊活動報告伊賀市地域おこし協力隊活動報告

▲

シカを解体する
　様子

阿
波
　
菅
生
　
文
佳
隊
員

島
ヶ
原
　
西
村
　
英
里
奈
隊
員

　
一
年
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、
い

ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
り
、
多
く
の

人
に
支
え
て
も
ら
っ
た
一
年
で

し
た
。

　
自
分
の
感
性
を
大
事
に
し
な
が

ら
「
感
謝
」
と
「
楽
し
む
こ
と
」

を
忘
れ
ず
、
地
域
課
題
の
解
決
や

地
域
お
こ
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
集
め
、
も
っ
と
大
胆
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
着
任
し
て
７
カ
月
が
経
ち
、
地

域
や
活
動
に
も
慣
れ
て
き
て
、
わ

な
の
見
回
り
や
捕
獲
、
研
修
と

い
っ
た
１
日
の
流
れ
も
定
着
し
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、阿
波
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、

他
の
地
域
の
人
と
も
繋
が
り
が
で

き
、
旬
の
野
菜
や
米
、
鹿
肉
、
猪

肉
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
野
菜
や

米
が
と
れ
る
よ
う
、
獣
害
を
減
ら

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域おこし協力隊の活動は
フェイスブックをチェック！

▲伊賀市地域おこし協力隊
　フェイスブックページ

日
々
の
活
動
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て

西
村
隊
員
令
和
元
年
11
月
着
任

菅
生
隊
員
令
和
２
年
７
月
着
任

アンテナを使う
とサルがいる方
角と大まかな場
所が分かります。
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＃いがまるエール活動

伊賀上野シティマラソン　オンライン変わり身の術編ＰＲ動画作成

プロジェクションマッピング

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
飲
食
店
を
は
じ
め
市

内
事
業
者
は
深
刻
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
自
分
た
ち
に
何

が
で
き
る
か
を
話
し
合
い
、
４
月
に
「
＃
い

が
ま
る
エ
ー
ル
」
と
い
う
ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
情
報
発
信
す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
市
内
在
住
ブ
ロ
ガ
ー
「
い
が
り
ん
く
」
さ

ん
と
協
働
し
て
、
若
者
会
議
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

市
内
事
業
者
を
紹
介
し
、
詳
細
は
ブ
ロ
グ
に

ま
と
め
ま
し
た
。「
＃
い
が
ま
る
エ
ー
ル
」

の
特
徴
は
、
事
業
者
の
顔
が
見
え
る
こ
と
で

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
写
真
に
は
、
必
ず
店
員

な
ど
の
関
係
者
に
写
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
顔
が
見
え
る
こ
と
で
店
や
会
社
な
ど
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
「
＃
い
が
ま
る

エ
ー
ル
」
の
ブ
ロ
グ
に
は
、
多
い
と
き
で
１

日
に
２
，０
０
０
件
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
１
２
０
を
超
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

市
内
事
業
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
「
＃
い
が
ま
る
エ
ー
ル
」
活
動
を
継
続
し
、

市
内
外
の
人
が
伊
賀
市
の
こ
と
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
情
報
発
信
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

秋
の
恒
例
行
事
と
し
て
、
多
く
の
ラ
ン

ナ
ー
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
「
伊
賀
上
野
シ

テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新
た
な
試
み
に
協
力
し

た
い
と
い
う
思
い
で
、
伊
賀
市
に
来
ら
れ
な

い
ラ
ン
ナ
ー
が
、
来
年
度
以
降
、「
伊
賀
市

に
来
た
い
！
走
り
た
い
！
」
と
思
え
る
よ
う

な
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。「
動
画
を

見
て
参
加
を
決
め
ま
し
た
」
と
い
う
声
も
い

た
だ
き
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
取
り
組

み
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
動
画
撮
影
に
関
す
る
勉
強
会
を
開

き
、
個
々
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
な
が
ら
、

多
く
の
人
に
伊
賀
市
を
魅
力
的
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
動
画
を
制
作
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
12
月
か
ら
行

政
だ
よ
り
「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
伊
賀
市
」
内
に

若
者
会
議
の
コ
ー
ナ
ー
「
Ｉい

が

わ

か

Ｇ
Ａ
ｗ
ａ
ｋ
ａ

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
伊
賀
市
若
者
会
議
の
全
体
活
動

と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
伊
賀
市
に
は
夜
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

が
少
な
い
」「
訪
れ
る
観
光
客
は
多
い
が
宿

泊
す
る
人
が
少
な
い
」「
単
な
る
イ
ベ
ン
ト

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
成
長
に
繋
が
り
、

今
後
の
活
動
に
生
か
せ
る
こ
と
が
し
た
い
」

と
い
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
思
い
が
重
な
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
企
画
し

ま
し
た
。

　
10
月
か
ら
月
１
回
の
企
画
会
議
で
勉
強
会

を
開
催
し
、基
本
的
な
制
作
技
術
を
は
じ
め
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
動
画
撮
影
技
術
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

２
月
下
旬
に
は
中
心
市
街
地
周
辺
で
実
際

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
う

予
定
で
す
。
詳
し
く
は
若
者
会
議
の
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

伊
賀
市
若
者
会
議
で
は
、
随
時
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
伊
賀
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
18
歳
か
ら
35
歳
ま
で
の
人

（
高
校
生
除
く
。）
で
、
活
動
に
興
味
が
あ

る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
２
３　
℻  
22
・
９
６
７
２

　

sougouseisaku@
city.iga.lg.jp

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

　伊賀市若者会議は 2018 年９月に「来たい・住みたい・住み続けたい伊賀市」を実現
するために発足しました。現在、10歳代から 30歳代まで 51人が在籍しています。
　これまでに、市事業への参画や、伊賀市を元気にするアイデアの実践、市内外の若者同
士の交流、メンバーのスキルアップのための勉強会などを行っています。
　今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、制約があるなかでの活動になりまし
たが、その中でもさまざまな取り組みを進めてきました。その一部を紹介します。

伊賀市若者会議
今年度の取り組みを紹介します

▲伊賀市若者会議
　公式インスタグラム

見てね！
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＃いがまるエール活動

伊賀上野シティマラソン　オンライン変わり身の術編ＰＲ動画作成

プロジェクションマッピング

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
飲
食
店
を
は
じ
め
市

内
事
業
者
は
深
刻
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
自
分
た
ち
に
何

が
で
き
る
か
を
話
し
合
い
、
４
月
に
「
＃
い

が
ま
る
エ
ー
ル
」
と
い
う
ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
情
報
発
信
す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
市
内
在
住
ブ
ロ
ガ
ー
「
い
が
り
ん
く
」
さ

ん
と
協
働
し
て
、
若
者
会
議
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

市
内
事
業
者
を
紹
介
し
、
詳
細
は
ブ
ロ
グ
に

ま
と
め
ま
し
た
。「
＃
い
が
ま
る
エ
ー
ル
」

の
特
徴
は
、
事
業
者
の
顔
が
見
え
る
こ
と
で

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
写
真
に
は
、
必
ず
店
員

な
ど
の
関
係
者
に
写
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
顔
が
見
え
る
こ
と
で
店
や
会
社
な
ど
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
「
＃
い
が
ま
る

エ
ー
ル
」
の
ブ
ロ
グ
に
は
、
多
い
と
き
で
１

日
に
２
，０
０
０
件
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
１
２
０
を
超
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

市
内
事
業
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
「
＃
い
が
ま
る
エ
ー
ル
」
活
動
を
継
続
し
、

市
内
外
の
人
が
伊
賀
市
の
こ
と
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
情
報
発
信
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

秋
の
恒
例
行
事
と
し
て
、
多
く
の
ラ
ン

ナ
ー
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
「
伊
賀
上
野
シ

テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新
た
な
試
み
に
協
力
し

た
い
と
い
う
思
い
で
、
伊
賀
市
に
来
ら
れ
な

い
ラ
ン
ナ
ー
が
、
来
年
度
以
降
、「
伊
賀
市

に
来
た
い
！
走
り
た
い
！
」
と
思
え
る
よ
う

な
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。「
動
画
を

見
て
参
加
を
決
め
ま
し
た
」
と
い
う
声
も
い

た
だ
き
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
取
り
組

み
に
な
り
ま
し
た
。
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会
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個
々
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な
が
ら
、
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伊
賀
市
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力
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に
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て
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ら
え
る
よ
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動
画
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制
作
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て
い
き
ま

す
。
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賀
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Ｇ
Ａ
ｗ
ａ
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。
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ョ
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。
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伊
賀
市
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18
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35
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で
の
人

（
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で
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たが、その中でもさまざまな取り組みを進めてきました。その一部を紹介します。
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　公式インスタグラム
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現
在
、
第
４
次
伊
賀
市
地
域
福
祉
計
画

の
策
定
を
め
ざ
し
、
中
間
案
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
中
間
案
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
期
間
な

ど
が
決
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
医
療
福
祉
政
策
課

　
☎
26
・
３
９
４
０

　
℻  
22
・
９
６
７
３

　

iryoufukushi@
city.iga.lg.jp

◆
今
後
の
予
定

基本理念「ひとりひとりが支え合いつながりあいながら、いきいきと暮らせるまちづくり」

戦略①
地域の力を高める

戦略②
地域と専門機関をつなぐ

戦略③
専門機関の力を高める

重点施策

４つの支え
高齢者支援　　障がい者支援　　子育て支援　　生活困窮者支援
「包括的に相談を受け止める」「社会とのつながりが薄い人を社会とつなげる」
「地域において住民が集う居場所づくり」などの支援を一体的に行う

４つの安心 住まい　　地域医療　　健康づくり　　くらし（交通・人権・多文化共生・文化）
市民が安心して生活できるよう、ネットワークを構築する

６つの充実

みんなでつくる地域福祉コミュニティ
　地域福祉ネットワーク会議をベースにしたこれからの地域づくり
多機関の連携による福祉の「わ」づくり
　多機関が連携する地域づくりの取り組み
つながりあえる地域づくり
　地域で支え合いつながっていく基盤や関係づくりを強化する
安心と安全のまちづくり
　困りごとがあっても安心して暮らすことができる環境をつくる
これからの人材を育成するしくみづくり
　持続可能な地域づくりのために、地域の担い手を育成する
生きづらさを抱えた人に寄り添う社会づくり
　何らかの原因で生きづらさを抱えている人の生きづらさを軽減する

会議のほか、ワークショップなど
も行っています。

地域福祉ネットワーク
会議の様子

　
第
３
次
計
画
で
は
、
地
域
福
祉
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
の

課
題
を
地
域
住
民
が
主
体
的
に
解
決
し
て

い
く
場
で
あ
る
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
設
置
や
、
各
支
援
機
関
が
連
携
し

て
地
域
支
援
を
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
見

え
て
き
ま
し
た
。

○
地
域
で
の
支
え
合
い
基
盤
の
弱
体
化

○
相
談
件
数
の
増
加
、
相
談
内
容
の
多
様

化
・
複
合
化

○
対
応
が
困
難
な
相
談
事
案
の
増
加

○
人
材
・
資
源
・
制
度
な
ど
の
活
用
が
不

十
分

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す
る
情
報
の

周
知
や
啓
発
の
不
足　
な
ど

　

第
４
次
計
画
で
は
、
課
題
解
決
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
地
域
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
基
礎
と
し
な
が

ら
、地
域
活
動
が
行
わ
れ
る
場
づ
く
り
や
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
育
て
・
生
活
困

窮
者
な
ど
の
分
野
ご
と
に
分
か
れ
て
い
た

相
談
な
ど
の
支
援
を
、
一
体
的
に
行
う
重

層
的
支
援
体
制
を
整
備
し
、
伊
賀
市
流
の

地
域
共
生
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

伊
賀
市
流
の
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

第
４
次
伊
賀
市
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す

　

地
域
福
祉
計
画
と
は
、「
ふ
だ
ん
の

く
ら
し
の
し
あ
わ
せ
」
を
実
現
す
る
た

め
の
登
山
計
画
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

頂
上
ま
で
の
ル
ー
ト
や
持
ち
物
を
念
入

り
に
計
画
し
、
登
山
の
主
人
公
で
あ
る

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
め
ざ
す
べ
き

地
域
福
祉
の
頂
上
へ
一
歩
一
歩
登
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
３
次
計
画
ま
で
の
中
で
、
い
く
つ

か
の
頂
上
（
目
標
）
に
登
達
し
、
伊
賀

市
ら
し
い
地
域
福
祉
の
眺
め
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
４
次
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
登
っ
て

き
た
道
を
振
り
返
り
つ
つ
、
改
め
て
伊

賀
市
ら
し
い
地
域
福
祉
の
山
頂
を
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
め
ざ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

※
計
画
策
定
に
あ
た
り
作
成
し
た
説
明
動
画

中
の
、
地
域
福
祉
計
画
推
進
委
員
会
委
員

長
、
皇
學
館
大
学
板
井
正
斉
教
授
の
あ
い

さ
つ
よ
り
抜
粋
。

　
第
４
次
計
画
で
は
「
ひ
と
り

ひ
と
り
が
支
え
合
い
つ
な
が
り

あ
い
な
が
ら
、
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
理
念

に
掲
げ
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
理
念
を
達
成
す
る
た
め
、「
３

つ
の
戦
略
」
を
柱
と
し
、
戦
略

に
基
づ
い
て
「
４
つ
の
支
え
と

４
つ
の
安
心
」
と
「
６
つ
の
充

実
」
と
い
う
重
点
施
策
を
定
め

ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
と
は

第４次計画
理念と戦略

見
え
て
き
た
課
題

課
題
へ
の
対
応
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４
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す
。
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地域の力を高める

戦略②
地域と専門機関をつなぐ

戦略③
専門機関の力を高める
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４つの支え
高齢者支援　　障がい者支援　　子育て支援　　生活困窮者支援
「包括的に相談を受け止める」「社会とのつながりが薄い人を社会とつなげる」
「地域において住民が集う居場所づくり」などの支援を一体的に行う

４つの安心 住まい　　地域医療　　健康づくり　　くらし（交通・人権・多文化共生・文化）
市民が安心して生活できるよう、ネットワークを構築する

６つの充実

みんなでつくる地域福祉コミュニティ
　地域福祉ネットワーク会議をベースにしたこれからの地域づくり
多機関の連携による福祉の「わ」づくり
　多機関が連携する地域づくりの取り組み
つながりあえる地域づくり
　地域で支え合いつながっていく基盤や関係づくりを強化する
安心と安全のまちづくり
　困りごとがあっても安心して暮らすことができる環境をつくる
これからの人材を育成するしくみづくり
　持続可能な地域づくりのために、地域の担い手を育成する
生きづらさを抱えた人に寄り添う社会づくり
　何らかの原因で生きづらさを抱えている人の生きづらさを軽減する

会議のほか、ワークショップなど
も行っています。

地域福祉ネットワーク
会議の様子

　
第
３
次
計
画
で
は
、
地
域
福
祉
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
の

課
題
を
地
域
住
民
が
主
体
的
に
解
決
し
て

い
く
場
で
あ
る
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
設
置
や
、
各
支
援
機
関
が
連
携
し

て
地
域
支
援
を
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
見

え
て
き
ま
し
た
。

○
地
域
で
の
支
え
合
い
基
盤
の
弱
体
化

○
相
談
件
数
の
増
加
、
相
談
内
容
の
多
様

化
・
複
合
化

○
対
応
が
困
難
な
相
談
事
案
の
増
加

○
人
材
・
資
源
・
制
度
な
ど
の
活
用
が
不

十
分

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す
る
情
報
の

周
知
や
啓
発
の
不
足　
な
ど

　

第
４
次
計
画
で
は
、
課
題
解
決
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
地
域
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
基
礎
と
し
な
が

ら
、地
域
活
動
が
行
わ
れ
る
場
づ
く
り
や
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
育
て
・
生
活
困

窮
者
な
ど
の
分
野
ご
と
に
分
か
れ
て
い
た

相
談
な
ど
の
支
援
を
、
一
体
的
に
行
う
重

層
的
支
援
体
制
を
整
備
し
、
伊
賀
市
流
の

地
域
共
生
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

伊
賀
市
流
の
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

第
４
次
伊
賀
市
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す

　

地
域
福
祉
計
画
と
は
、「
ふ
だ
ん
の

く
ら
し
の
し
あ
わ
せ
」
を
実
現
す
る
た

め
の
登
山
計
画
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

頂
上
ま
で
の
ル
ー
ト
や
持
ち
物
を
念
入

り
に
計
画
し
、
登
山
の
主
人
公
で
あ
る

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
め
ざ
す
べ
き

地
域
福
祉
の
頂
上
へ
一
歩
一
歩
登
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
３
次
計
画
ま
で
の
中
で
、
い
く
つ

か
の
頂
上
（
目
標
）
に
登
達
し
、
伊
賀

市
ら
し
い
地
域
福
祉
の
眺
め
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
４
次
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
登
っ
て

き
た
道
を
振
り
返
り
つ
つ
、
改
め
て
伊

賀
市
ら
し
い
地
域
福
祉
の
山
頂
を
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
め
ざ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

※
計
画
策
定
に
あ
た
り
作
成
し
た
説
明
動
画

中
の
、
地
域
福
祉
計
画
推
進
委
員
会
委
員

長
、
皇
學
館
大
学
板
井
正
斉
教
授
の
あ
い

さ
つ
よ
り
抜
粋
。

　
第
４
次
計
画
で
は
「
ひ
と
り

ひ
と
り
が
支
え
合
い
つ
な
が
り

あ
い
な
が
ら
、
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
理
念

に
掲
げ
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
理
念
を
達
成
す
る
た
め
、「
３

つ
の
戦
略
」
を
柱
と
し
、
戦
略

に
基
づ
い
て
「
４
つ
の
支
え
と

４
つ
の
安
心
」
と
「
６
つ
の
充

実
」
と
い
う
重
点
施
策
を
定
め

ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
と
は

第４次計画
理念と戦略

見
え
て
き
た
課
題

課
題
へ
の
対
応
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Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム　
登
録
・
説
明
会

　

消
防
本
部
で
は
、
聴
覚
や
発
話
の
障

が
い
に
よ
り
、
音
声
で
の
１
１
９
番
通

報
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、「
Ｎネ

ッ

ト
Ｅ
Ｔ

１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を

開
始
し
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
音
声
の
聞
き
取
り

が
難
し
い
人
や
発
声
が
難
し
い
人
も
、
素

早
く
通
報
し
た
り
、
位
置
情
報
を
知
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

○
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
・
音
声
の
聞
き

取
り
が
難
し
い
人

○
音
声
の
発
話
に
障
が
い
が
あ
る
人
・
発

声
が
難
し
い
人

◆
登
録
・
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

【
と　
き
】　
２
月
28
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
５
階
多

目
的
大
研
修
室

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り
。

【
持
ち
物
】

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※
古
い
機
種
で
は
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】

○
消
防
本
部
通
信
指
令
課

　
☎
24
・
９
１
１
０　
℻  
24
・
３
５
４
４　

tsuushin-shirei@
city.iga.lg.jp

○
障
が
い
福
祉
課

　
☎
22
・
９
６
５
６　
℻  
22
・
９
６
６
２　

shougai@
city.iga.lg.jp

緊急通報を行う際、周囲に人がいない場合は自分で119番へ通報しなければなりません。
このような場合の備えとしてNET119緊急通報システムが役に立ちます。

NET119で緊急通報
①

②
最寄りの消防署から

緊急出動

消防署 利用者

自宅や外出先で119番
通報が必要になったら…

【
問
い
合
わ
せ
】

○
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
22
・
９
７
２
０　
℻  
22
・
９
７
１
５　

nougyou@
city.iga.lg.jp

○
Ｊ
Ａ
い
が
ふ
る
さ
と　
本
店　
☎
24
・
５
１
１
１

農
業
者
年
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
現
役
を
退
い
た
後
も

あ
な
た
の
人
生
は
続
き
ま
す

○
65
歳
か
ら
の
平
均
余
命

男
性
：
20
年　
女
性
：
24
年
（
厚
生
労

働
省　
平
成
31
年
簡
易
生
命
表
よ
り
）

◆
老
後
の
生
活
費

○
高
齢
農
家
世
帯
（
世
帯
主
が
65
歳
以
上

の
夫
婦
２
人
）
の
生
活
費

　
⬇
月
額
約
24
万
円
が
必
要
（
平
成
30
年

総
務
省
家
計
調
査
）

○
国
民
年
金
受
給
額
（
夫
婦
２
人
分
）

　
⬇
月
額
約
13
万
円（
40
年
加
入
の
場
合
）

　

１
カ
月
あ
た
り
約
11
万
円
不
足

◆
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

○
少
子
・
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立
方
式

･

確
定
拠
出
型
の
年
金

○
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

○
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
税

制
優
遇
措
置

○
保
険
料
に
国
庫
補
助
が
上
乗
せ
さ
れ
る

な
ど
、
手
厚
い
政
策
支
援

【
加
入
要
件
】 

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

○
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人

○
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

加入
年齢

納付
期間 性別 試算額（年額）

※月額２万円の保険料

20 歳 40 年
男性 750,800 円

女性 631,200 円

30 歳 30 年
男性 498,200 円

女性 418,800 円

40 歳 20 年
男性 295,000 円

女性 248,000 円

50 歳 10 年
男性 131,500 円

女性 110,600 円

農業者年金の年金額の試算額

※表の試算の運用利回りは農林水産省告示
により定められている率で試算。運用利
回りは加入後の経済変動などにより上下
します。

◆気を緩めることなく対策を続けましょう
　全国的に新型コロナウイルス感染症の拡大が続いています。
　12 月 16 日㈬から１月８日㈮までを市独自の感染拡大防止強化
期間として、皆さんに感染防止対
策の徹底をお願いしたところ、全
国で感染者数が増加傾向にある
中、期間中の市内の感染者数を抑
えることができました。
　今後も自分や周囲の人の健康を
守るため、感染対策を十分に行い、
感染リスクの高まる「５つの場面」
に注意しましょう。

◆ワクチン接種のためのクーポン券を送付します
　市では現在、コロナウイルス感染症のワクチン接種がスムーズ
に接種できるよう、国の方針に従って準備を進めています。
　現時点では、国からの指示により、高齢者から順に接種が始ま
る予定で、接種対象の人に順次クーポン券（無料接種券）を送付
する予定です。
　クーポン券の送付時期など、ワクチン接種に関する最新情報は
市ホームページや行政チャンネルなどでお知らせします。
　　　　　○伊賀市ホームページ
　　　　　　新型コロナウイルスワクチン接種について

新型コロナウイルス感染症
対策を行いましょう

○飲酒を伴う懇親会など　○大人数や長時間におよぶ飲食
○マスクなしでの会話　○狭い空間での共同生活
○仕事中の休憩時間など居場所の切り替わり

感染リスクが高まる「５つの場面」

◆新型コロナウイルス感染症に関する
最新情報はホームページをチェック
○伊賀市ホームページ
新型コロナウイルス感染症に関する
お知らせ

○三重県ホームページ
三重県新型コロナウイルス特設サイト

○厚生労働省ホームページ
新型コロナウイルス感染症について

【問い合わせ】
○総合危機管理課　 
　☎ 22-9640　℻   24-0444
　 kikikanri@city.iga.lg.jp
○健康推進課　 
　☎ 22-9653　℻   22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

（人）

14

12

10

8

6

4

2

11 月 1月

（人）

7000

6000

5000

4000

3000

2000

1000

市内の感染者数と全国の感染者数の推移

全
　国

市独自の感染拡大防止強化期間

12 月

市
　内

←市内１事例目
　クラスター
　　（11月20日）

←市内３事例目
クラスター
　（12月14日）

市内２事例目
クラスター
（12月９日）
　　 ←

皆さんのご協力により感染拡大を
抑えることができました。

感染拡大防止強化期間中、黄色にライト
アップされた上野城
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Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム　
登
録
・
説
明
会

　

消
防
本
部
で
は
、
聴
覚
や
発
話
の
障

が
い
に
よ
り
、
音
声
で
の
１
１
９
番
通

報
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、「
Ｎネ

ッ

ト
Ｅ
Ｔ

１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を

開
始
し
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
音
声
の
聞
き
取
り

が
難
し
い
人
や
発
声
が
難
し
い
人
も
、
素

早
く
通
報
し
た
り
、
位
置
情
報
を
知
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

○
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
・
音
声
の
聞
き

取
り
が
難
し
い
人

○
音
声
の
発
話
に
障
が
い
が
あ
る
人
・
発

声
が
難
し
い
人

◆
登
録
・
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

【
と　
き
】　
２
月
28
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
５
階
多

目
的
大
研
修
室

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り
。

【
持
ち
物
】

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※
古
い
機
種
で
は
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】

○
消
防
本
部
通
信
指
令
課

　
☎
24
・
９
１
１
０　
℻  
24
・
３
５
４
４　

tsuushin-shirei@
city.iga.lg.jp

○
障
が
い
福
祉
課

　
☎
22
・
９
６
５
６　
℻  
22
・
９
６
６
２　

shougai@
city.iga.lg.jp

緊急通報を行う際、周囲に人がいない場合は自分で119番へ通報しなければなりません。
このような場合の備えとしてNET119緊急通報システムが役に立ちます。

NET119で緊急通報
①

②
最寄りの消防署から

緊急出動

消防署 利用者

自宅や外出先で119番
通報が必要になったら…

【
問
い
合
わ
せ
】

○
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
22
・
９
７
２
０　
℻  
22
・
９
７
１
５　

nougyou@
city.iga.lg.jp

○
Ｊ
Ａ
い
が
ふ
る
さ
と　
本
店　
☎
24
・
５
１
１
１

農
業
者
年
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
現
役
を
退
い
た
後
も

あ
な
た
の
人
生
は
続
き
ま
す

○
65
歳
か
ら
の
平
均
余
命

男
性
：
20
年　
女
性
：
24
年
（
厚
生
労

働
省　
平
成
31
年
簡
易
生
命
表
よ
り
）

◆
老
後
の
生
活
費

○
高
齢
農
家
世
帯
（
世
帯
主
が
65
歳
以
上

の
夫
婦
２
人
）
の
生
活
費

　
⬇
月
額
約
24
万
円
が
必
要
（
平
成
30
年

総
務
省
家
計
調
査
）

○
国
民
年
金
受
給
額
（
夫
婦
２
人
分
）

　
⬇
月
額
約
13
万
円（
40
年
加
入
の
場
合
）

　

１
カ
月
あ
た
り
約
11
万
円
不
足

◆
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

○
少
子
・
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立
方
式

･

確
定
拠
出
型
の
年
金

○
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

○
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
税

制
優
遇
措
置

○
保
険
料
に
国
庫
補
助
が
上
乗
せ
さ
れ
る

な
ど
、
手
厚
い
政
策
支
援

【
加
入
要
件
】 

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

○
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人

○
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

加入
年齢

納付
期間 性別 試算額（年額）

※月額２万円の保険料

20 歳 40 年
男性 750,800 円

女性 631,200 円

30 歳 30 年
男性 498,200 円

女性 418,800 円

40 歳 20 年
男性 295,000 円

女性 248,000 円

50 歳 10 年
男性 131,500 円

女性 110,600 円

農業者年金の年金額の試算額

※表の試算の運用利回りは農林水産省告示
により定められている率で試算。運用利
回りは加入後の経済変動などにより上下
します。

◆気を緩めることなく対策を続けましょう
　全国的に新型コロナウイルス感染症の拡大が続いています。
　12 月 16 日㈬から１月８日㈮までを市独自の感染拡大防止強化
期間として、皆さんに感染防止対
策の徹底をお願いしたところ、全
国で感染者数が増加傾向にある
中、期間中の市内の感染者数を抑
えることができました。
　今後も自分や周囲の人の健康を
守るため、感染対策を十分に行い、
感染リスクの高まる「５つの場面」
に注意しましょう。

◆ワクチン接種のためのクーポン券を送付します
　市では現在、コロナウイルス感染症のワクチン接種がスムーズ
に接種できるよう、国の方針に従って準備を進めています。
　現時点では、国からの指示により、高齢者から順に接種が始ま
る予定で、接種対象の人に順次クーポン券（無料接種券）を送付
する予定です。
　クーポン券の送付時期など、ワクチン接種に関する最新情報は
市ホームページや行政チャンネルなどでお知らせします。
　　　　　○伊賀市ホームページ
　　　　　　新型コロナウイルスワクチン接種について

新型コロナウイルス感染症
対策を行いましょう

○飲酒を伴う懇親会など　○大人数や長時間におよぶ飲食
○マスクなしでの会話　○狭い空間での共同生活
○仕事中の休憩時間など居場所の切り替わり

感染リスクが高まる「５つの場面」

◆新型コロナウイルス感染症に関する
最新情報はホームページをチェック

○伊賀市ホームページ
新型コロナウイルス感染症に関する
お知らせ

○三重県ホームページ
三重県新型コロナウイルス特設サイト

○厚生労働省ホームページ
新型コロナウイルス感染症について

【問い合わせ】
○総合危機管理課　 
　☎ 22-9640　℻   24-0444
　 kikikanri@city.iga.lg.jp
○健康推進課　 
　☎ 22-9653　℻   22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

（人）

14

12

10

8

6

4

2

11 月 1月

（人）

7000

6000

5000

4000

3000

2000

1000

市内の感染者数と全国の感染者数の推移

全
　国

市独自の感染拡大防止強化期間

12 月

市
　内

←市内１事例目
　クラスター
　　（11月20日）

←市内３事例目
クラスター
　（12月14日）

市内２事例目
クラスター
（12月９日）
　　 ←

皆さんのご協力により感染拡大を
抑えることができました。

感染拡大防止強化期間中、黄色にライト
アップされた上野城
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トピックス

看
護
師
・
介
護
福
祉
士
募
集

【
募
集
人
数
】

○
看
護
師
：
15
人
程
度

○
介
護
福
祉
士
：
10
人
程
度

【
応
募
資
格
】

○
看
護
師

①
昭
和
37
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
、
看
護
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

ま
た
は
令
和
４
年
３
月
末
ま
で
に
取

得
見
込
の
人

②
夜
間
勤
務
を
伴
う
交
代
制
勤
務
が
で

き
る
人

○
介
護
福
祉
士

①
昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
、
介
護
福
祉
士
資
格
を
持
っ
て
い

る
人
ま
た
は
令
和
４
年
３
月
末
ま
で

に
取
得
見
込
の
人

②
夜
間
勤
務
を
伴
う
交
代
制
勤
務
が
で

き
る
人

【
勤
務
条
件
・
賃
金
】

　
市
の
条
例
・
規
則
に
よ
り
ま
す
。

※
前
歴
に
応
じ
た
加
算
措
置
や
諸
手
当
が

あ
り
ま
す
。

※
託
児
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
が

い
る
人
も
安
心
し
て
勤
務
で
き
ま
す
。

【
勤
務
場
所
】

　
上
野
総
合
市
民
病
院

【
応
募
方
法
】

　
病
院
総
務
課
に
あ
る
「
伊
賀
市
職
員
選

考
採
用
試
験
受
験
申
込
書
」
を
持
参
ま
た

は
郵
送
で
応
募
先
ま
で
。
申
込
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
、
簡
易
書
留
で
送
付
。

【
選
考
方
法
】　
作
文
・
面
接

【
試
験
日
】

　

３
月
５
日
、
４
月
２
日
、
５
月
７
日
、

６
月
４
日
、
７
月
２
日
、
８
月
６
日
、
９

月
３
日
、
10
月
１
日
、
11
月
５
日
、
12
月

３
日
、
令
和
４
年
１
月
７
日
、
２
月
４
日

※
時
間
な
ど
は
応
募
者
に
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
採
用
予
定
日
】

　
令
和
３
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
４

月
１
日
ま
で
の
各
月
１
日

【
応
募
期
限
】

　
各
試
験
日
の
14
日
前
の
午
後
５
時
15
分

ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日

〜
１
月
３
日
を
除
く
。）

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
上
野
総
合
市
民
病
院
病
院
総
務
課

　
☎
41
・
０
０
６
５　
℻  
24
・
１
５
６
５　

byouin-soum
u@
city.iga.lg.jp

トピックス

介護福祉士

看護師

Ｉイ

ガ
Ｇ
Ａ 

Ｎニ

ン

ジ

ャ

Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ 

Ｗウ
ィ
ー
ク

Ｅ
Ｅ
Ｋ 

２
０
２
１

【
と　
き
】

　

２
月
20
日
㈯
〜
23
日（
火・祝
）

【
と
こ
ろ
】

　
伊
賀
上
野
城
下
町
周
辺

【
内　
容
】

○
古
地
図
で
巡
る
城
下
町
リ
ア
ル
＆
バ
ー

チ
ャ
ル
忍
者
体
験

　

ア
プ
リ
を
活
用
し
、「
伊
賀
の
秘
伝
書

を
と
り
か
え
せ
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ

て
、
ま
ち
歩
き
を
楽
し
み
な
が
ら
、
伊
賀

忍
者
道
場
や
レ
ー
ザ
ー
手
裏
剣
バ
ト
ル
な

ど
を
体
験
で
き
ま
す
。
古
地
図
で
城
下
町

を
散
策
し
た
い
人
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
体
験

を
楽
し
み
た
い
人
な
ど
、
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ
た

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
体
験
、
新
し
い
伊
賀

の
土
産
物
の
販
売
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
観
光
戦
略
課

　
☎
22
・
９
６
７
０　
℻  
22
・
９
６
９
５　

kankou@
city.iga.lg.jp

看
護
師
・
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
制
度

トピックス

児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
併
給
調
整

◆
見
直
し
内
容

　
現
在
、
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
人
は
、
障
害
年
金
額
が
児

童
扶
養
手
当
額
を
上
回
る
場
合
に
は
、
児

童
扶
養
手
当
が
受
給
で
き
ず
、
就
労
が
難

し
い
人
は
厳
し
い
経
済
状
況
に
お
か
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
３
月
分
か
ら
、
児
童

扶
養
手
当
の
額
と
障
害
年
金
の
子
の
加
算

部
分
の
額
と
の
差
額
を
児
童
扶
養
手
当
と

し
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

◆
手
当
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
原
則
、
申
請

不
要
で
す
。

　
そ
れ
以
外
の
人
は
、申
請
が
必
要
で
す
。

な
お
、
３
月
１
日
よ
り
前
で
あ
っ
て
も
、

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
支
給
開
始
月

　

通
常
、
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら

支
給
を
開
始
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
障
害

年
金
を
受
給
し
て
い
た
た
め
に
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
の
う
ち
、

令
和
３
年
３
月
１
日
に
支
給
要
件
を
満
た

し
て
い
る
人
は
、
令
和
３
年
６
月
30
日
㈬

ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
で
令
和
３
年
３
月

分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

※
令
和
３
年
３
月
分
と
４
月
分
の
手
当

は
、
５
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎
22
・
９
６
７
７　
℻  
22
・
９
６
４
６　

kodom
o@
city.iga.lg.jp

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
上
野
総
合
市
民
病
院
病
院
総
務
課

　
☎
41
・
０
０
６
５　
℻  
24
・
１
５
６
５

障害年金に加えて、障害年金
の子の加算分と児童扶養手当
の額の差額を受給できる。

障害年金のほうが多い場合、
障害年金のみ受給できる。

見直し前（令和３年２月分まで）

見直し後（令和３年３月分から）

障害年金

子
の
加
算
部
分

児
童
扶
養
手
当
は

受
給
で
き
な
い

差
額
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
る

障害年金

児童扶養手当

児童扶養手当

【
募
集
人
数
】

　
若
干
名

【
応
募
資
格
】

○
看
護
師
：

　
看
護
師
免
許
を
取
得
す
る
た
め
、
看
護

専
門
学
校
ま
た
は
看
護
系
大
学
に
入

学
・
在
学
す
る
人
で
、
卒
業
後
に
病
院

で
看
護
師
と
し
て
勤
務
す
る
人

○
介
護
福
祉
士
：

　

介
護
福
祉
士
資
格
を
取
得
す
る
た
め
、

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
に
入
学
・
在
学

す
る
人
で
、
卒
業
後
に
病
院
で
介
護
福

祉
士
と
し
て
勤
務
す
る
人

【
貸
与
額
】

○
看
護
師
：

　
月
額
５
万
円
ま
た
は
８
万
円

○
介
護
福
祉
士
：

　
月
額
５
万
円

【
返
還
の
免
除
】

　
卒
業
後
、
速
や
か
に
看
護
師
免
許
ま
た

は
介
護
福
祉
士
資
格
を
取
得
し
、
次
の
期

間
に
上
野
総
合
市
民
病
院
で
勤
務
し
た
場

合
は
、修
学
資
金
の
返
還
を
免
除
し
ま
す
。

○
５
万
円
の
場
合
：
貸
与
を
受
け
た
期
間

に
相
当
す
る
期
間

○
８
万
円
の
場
合
：
貸
与
を
受
け
た
期
間

の
１・５
倍
に
相
当
す
る
期
間

【
応
募
方
法
】

　
次
の
書
類
を
応
募
先
ま
で
郵
送
ま
た
は

持
参
。
申
請
書
は
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
修
学
資
金
貸
与
申
請
書

○
合
格
通
知
書
ま
た
は
在
学
証
明
書

○
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

【
選
考
方
法
】

　
書
類
審
査
・
作
文
・
面
接

介護福祉士 看護師

令
和
３
年
３
月
分
（
５
月
支
給
）

か
ら
、
変
更
が
あ
り
ま
す
。
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看
護
師
・
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護
福
祉
士
募
集

【
募
集
人
数
】

○
看
護
師
：
15
人
程
度

○
介
護
福
祉
士
：
10
人
程
度

【
応
募
資
格
】

○
看
護
師

①
昭
和
37
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
、
看
護
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

ま
た
は
令
和
４
年
３
月
末
ま
で
に
取

得
見
込
の
人

②
夜
間
勤
務
を
伴
う
交
代
制
勤
務
が
で

き
る
人

○
介
護
福
祉
士

①
昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
、
介
護
福
祉
士
資
格
を
持
っ
て
い

る
人
ま
た
は
令
和
４
年
３
月
末
ま
で

に
取
得
見
込
の
人

②
夜
間
勤
務
を
伴
う
交
代
制
勤
務
が
で

き
る
人

【
勤
務
条
件
・
賃
金
】

　
市
の
条
例
・
規
則
に
よ
り
ま
す
。

※
前
歴
に
応
じ
た
加
算
措
置
や
諸
手
当
が

あ
り
ま
す
。

※
託
児
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
が

い
る
人
も
安
心
し
て
勤
務
で
き
ま
す
。

【
勤
務
場
所
】

　
上
野
総
合
市
民
病
院

【
応
募
方
法
】

　
病
院
総
務
課
に
あ
る
「
伊
賀
市
職
員
選

考
採
用
試
験
受
験
申
込
書
」
を
持
参
ま
た

は
郵
送
で
応
募
先
ま
で
。
申
込
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
、
簡
易
書
留
で
送
付
。

【
選
考
方
法
】　
作
文
・
面
接

【
試
験
日
】

　

３
月
５
日
、
４
月
２
日
、
５
月
７
日
、

６
月
４
日
、
７
月
２
日
、
８
月
６
日
、
９

月
３
日
、
10
月
１
日
、
11
月
５
日
、
12
月

３
日
、
令
和
４
年
１
月
７
日
、
２
月
４
日

※
時
間
な
ど
は
応
募
者
に
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
採
用
予
定
日
】

　
令
和
３
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
４

月
１
日
ま
で
の
各
月
１
日

【
応
募
期
限
】

　
各
試
験
日
の
14
日
前
の
午
後
５
時
15
分

ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日

〜
１
月
３
日
を
除
く
。）

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
上
野
総
合
市
民
病
院
病
院
総
務
課

　
☎
41
・
０
０
６
５　
℻  
24
・
１
５
６
５　

byouin-soum
u@
city.iga.lg.jp
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介護福祉士

看護師

Ｉイ

ガ
Ｇ
Ａ 

Ｎニ

ン

ジ

ャ

Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ 

Ｗウ
ィ
ー
ク

Ｅ
Ｅ
Ｋ 

２
０
２
１

【
と　
き
】

　

２
月
20
日
㈯
〜
23
日（
火・祝
）

【
と
こ
ろ
】

　
伊
賀
上
野
城
下
町
周
辺

【
内　
容
】

○
古
地
図
で
巡
る
城
下
町
リ
ア
ル
＆
バ
ー

チ
ャ
ル
忍
者
体
験

　

ア
プ
リ
を
活
用
し
、「
伊
賀
の
秘
伝
書

を
と
り
か
え
せ
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ

て
、
ま
ち
歩
き
を
楽
し
み
な
が
ら
、
伊
賀

忍
者
道
場
や
レ
ー
ザ
ー
手
裏
剣
バ
ト
ル
な

ど
を
体
験
で
き
ま
す
。
古
地
図
で
城
下
町

を
散
策
し
た
い
人
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
体
験

を
楽
し
み
た
い
人
な
ど
、
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ
た

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
体
験
、
新
し
い
伊
賀

の
土
産
物
の
販
売
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
観
光
戦
略
課

　
☎
22
・
９
６
７
０　
℻  
22
・
９
６
９
５　

kankou@
city.iga.lg.jp

看
護
師
・
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
制
度

トピックス

児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
併
給
調
整

◆
見
直
し
内
容

　
現
在
、
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
人
は
、
障
害
年
金
額
が
児

童
扶
養
手
当
額
を
上
回
る
場
合
に
は
、
児

童
扶
養
手
当
が
受
給
で
き
ず
、
就
労
が
難

し
い
人
は
厳
し
い
経
済
状
況
に
お
か
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
３
月
分
か
ら
、
児
童

扶
養
手
当
の
額
と
障
害
年
金
の
子
の
加
算

部
分
の
額
と
の
差
額
を
児
童
扶
養
手
当
と

し
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

◆
手
当
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
原
則
、
申
請

不
要
で
す
。

　
そ
れ
以
外
の
人
は
、申
請
が
必
要
で
す
。

な
お
、
３
月
１
日
よ
り
前
で
あ
っ
て
も
、

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
支
給
開
始
月

　

通
常
、
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら

支
給
を
開
始
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
障
害

年
金
を
受
給
し
て
い
た
た
め
に
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
の
う
ち
、

令
和
３
年
３
月
１
日
に
支
給
要
件
を
満
た

し
て
い
る
人
は
、
令
和
３
年
６
月
30
日
㈬

ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
で
令
和
３
年
３
月

分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

※
令
和
３
年
３
月
分
と
４
月
分
の
手
当

は
、
５
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎
22
・
９
６
７
７　
℻  
22
・
９
６
４
６　

kodom
o@
city.iga.lg.jp

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
上
野
総
合
市
民
病
院
病
院
総
務
課

　
☎
41
・
０
０
６
５　
℻  
24
・
１
５
６
５

障害年金に加えて、障害年金
の子の加算分と児童扶養手当
の額の差額を受給できる。

障害年金のほうが多い場合、
障害年金のみ受給できる。

見直し前（令和３年２月分まで）

見直し後（令和３年３月分から）

障害年金

子
の
加
算
部
分

児
童
扶
養
手
当
は

受
給
で
き
な
い

差
額
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
る

障害年金

児童扶養手当

児童扶養手当

【
募
集
人
数
】

　
若
干
名

【
応
募
資
格
】

○
看
護
師
：

　
看
護
師
免
許
を
取
得
す
る
た
め
、
看
護

専
門
学
校
ま
た
は
看
護
系
大
学
に
入

学
・
在
学
す
る
人
で
、
卒
業
後
に
病
院

で
看
護
師
と
し
て
勤
務
す
る
人

○
介
護
福
祉
士
：

　

介
護
福
祉
士
資
格
を
取
得
す
る
た
め
、

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
に
入
学
・
在
学

す
る
人
で
、
卒
業
後
に
病
院
で
介
護
福

祉
士
と
し
て
勤
務
す
る
人

【
貸
与
額
】

○
看
護
師
：

　
月
額
５
万
円
ま
た
は
８
万
円

○
介
護
福
祉
士
：

　
月
額
５
万
円

【
返
還
の
免
除
】

　
卒
業
後
、
速
や
か
に
看
護
師
免
許
ま
た

は
介
護
福
祉
士
資
格
を
取
得
し
、
次
の
期

間
に
上
野
総
合
市
民
病
院
で
勤
務
し
た
場

合
は
、修
学
資
金
の
返
還
を
免
除
し
ま
す
。

○
５
万
円
の
場
合
：
貸
与
を
受
け
た
期
間

に
相
当
す
る
期
間

○
８
万
円
の
場
合
：
貸
与
を
受
け
た
期
間

の
１・５
倍
に
相
当
す
る
期
間

【
応
募
方
法
】

　
次
の
書
類
を
応
募
先
ま
で
郵
送
ま
た
は

持
参
。
申
請
書
は
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
修
学
資
金
貸
与
申
請
書

○
合
格
通
知
書
ま
た
は
在
学
証
明
書

○
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

【
選
考
方
法
】

　
書
類
審
査
・
作
文
・
面
接

介護福祉士 看護師

令
和
３
年
３
月
分
（
５
月
支
給
）

か
ら
、
変
更
が
あ
り
ま
す
。
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梅と桜
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

　まもなく立春です。早春の季節を迎え、やがて花が
盛りの春がやってきます。今回は、梅と桜にまつわる
話を紹介します。

　２月の花といえば梅。梅の名所といえば月ヶ瀬梅渓
（奈良市）です。名張川によってできた渓谷の各所に
梅林を見ることができます。
　月ヶ瀬の梅林は、江戸時代の中頃から名所として有
名で、当時の文人たちもたびたび訪れていました。藤
堂藩の儒学者である斎藤拙

せつ
堂
どう
は、文政13（1830）年

に弟子とともに月ヶ瀬を訪れ『月
つき
瀬
がせ
記
き
勝
しょう
』という書物

を残しています。『月瀬記勝』に描かれた梅渓の地図
には、月ヶ瀬桃香野などとともに隣接する南山城村の
高尾や田山も挙げられています。また、江戸時代の歴
史家で『日本外史』を著した頼

らい
山
さん
陽
よう
も、天保 2（1831）

年に弟子の関
せき
藤
とう
藤
とう
陰
いん
とともに月ヶ瀬梅渓を訪れていま

す。奈良方面から梅渓に来た 2人は、高尾に入ると
同時に梅香に包まれた、と藤陰の紀行文『遊

ゆう
月
つき
瀬
がせ
記
き
』

にあります。大正 11（1922）年に国の名勝に指定さ
れた月ヶ瀬の梅林は、1万本以上の梅の花が咲き乱れ、
今も昔も花を愛でるひと時を与えてくれます。

　梅につづく季節の花は桜です。木々の間に咲く山桜
は、里山にも春が来たことを実感させてくれます。
　山添村の春日区にある春日神社の山桜は、幹周りが
6.6m、樹高９m、樹齢は 300 年と推定される巨木
で、古くから神木とされています。今は株を残して新
しい幹が成長しています。同村の的野区にある大照寺
跡の枝

し
垂
だれ
桜
ざくら
は、幹周りは 2.8m、樹高は 10mのもので、

崖の上に生育しています。いずれも村の天然記念物に
指定され、春になると人びとを楽しませてくれます。

　身近なところにある桜の名所といえるのが、JR 関
西本線笠置駅と木津川沿いにある桜並木です。
　巌倉水力発電所を建設した近代の事業家田中善助は、
明治 40（1907）年に笠置村（当時）内の白砂川に
水力発電所を建設しました。しかし、風光明媚な笠置
の地を事業によって損なったのではないか、という反
省から笠置村長と協議し、笠置駅と木津川の両岸に千
本の桜を植樹しました。以降、桜の季節になると、笠
置駅周辺は渓谷の美しさと桜を観る多くの人で賑わい
ます。
　ところで、笠置町では、収穫された梅を砂糖漬けに
して「楠

なん
公
こう
梅
ばい
」または「笠

かさ
置
ぎ
梅
うめ
」として販売していま

した。いわゆる「甘露梅」の一種で風味もよく、土産
物としてもてはやされました。楠公梅は「笠置山」と
記された伊賀焼の壺に入れて販売されていました。こ
うしたことは地域連携の芽生えといえるでしょう。

（文化財課）

伊賀焼の楠公梅の壺

田山の梅林

大照寺跡の枝垂桜

古くから愛される梅林

身近な桜の名所と楠公梅

神木とされる枝垂桜

にほんご　－都市計画課－
　皆さんは現在、伊賀市に何人の外国人住民が暮ら
しているかご存じですか。2020 年 12月末時点で
伊賀市の総人口 89,771 人のうち、全体の 6.21％
にあたる 5,575 人の外国人住民が暮らしており、
国籍数は 43カ国にも上ります。
　1990年代以降、企業などの深刻な人手不足を解
消するために一定の専門性・技能を持ち、即戦力と
なる外国人を受け入れる制度が創設されたこともあ
り、伊賀市にも多くの外国人が働きに来るようにな
りました。近年では永住権を取得したり、子どもを
産み育て、２世代、３世代家族で永住、定住化する
外国人住民も増えています。市内小中学校の外国人
児童生徒数も増加しており、ますます外国人住民と
接する機会は増えていくと予想されます。
　私は、今「伊賀日本語の会」で、日本語を教える
ボランティア活動をしています。活動の中で、「伝

えたいことが伝えられない言葉の壁」が不安につな
がり、日常生活や職場でのコミュニケーションの障
壁になっていることを強く感じました。
　そのため、外国人住民から相談を受ける機会が増
えている都市計画課の窓口でも、ボランティアの経
験を生かして、方言や外来語などを意識的に減らし、
ゆっくり、わかりやすい日本語を使って対応するこ
とを心掛けています。
　国によって言葉や文化などの違いがあるのは当た
り前のことです。自分の価値観を押し付けないで、
言語、宗教、生活習慣などの多様性を認め、相手を
尊重することの重要性について勉強する機会を設け
るなど、認識を深めることが大切です。
　これからも、出身国や話す言葉に関わらず、誰も
がともに暮らしやすい、多文化共生のまちづくりを
進めていきたいです。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

　
安
政
伊
賀
地
震
と

上
野
城
の
修
築

　
嘉
永
７
（
１
８
５
４
）
年
６
月
の
「
安

政
伊
賀
地
震
」
で
上
野
城
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
本
丸
や
天
守
台
を
は
じ

め
、
内
堀･

外
堀
な
ど
、
あ
ち
こ
ち
の
石

垣
が
崩
れ
、
櫓や

ぐ
ら

や
土
塀
も
大
き
く
損
な
わ

れ
た
の
で
す
。

　
藤
堂
藩
は
町
村
復
旧
や
被
災
者
支
援
を

進
め
る
一
方
、
伊
賀
統
治
の
中
心
と
し
て

重
要
な
施
設
で
あ
る
上
野
城
の
修
築
も
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

藩
が
自
領
の
城
を
修
築
す
る
際
に
は
、

事
前
に
江
戸
幕
府
か
ら
許
可
を
得
る
必
要

が
あ
り
、
無
許
可
の
修
築
は
幕
府
の
基
本

法
規
で
あ
る
「
武ぶ

家け

諸し
ょ

法は
っ
と度

」
違
反
と
し

て
、
厳
罰
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
写
真
（
右
）
は
、
安
政
２
（
１
８
５
５
）

年
２
月
、
上
野
城
修
築
許
可
申
請
書
と
と

も
に
幕
府
へ
提
出
さ
れ
た
絵
図
の
写
し
か

ら
、
本
丸
西
側
を
拡
大
し
た
も
の
で
す
。

絵
図
の
朱
色
の
部
分
は
破
損
箇
所
を
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
絵
図
四
方
の
余
白
に

は
破
損
箇
所
に
つ
い
て
の
説
明
が
書
き

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

藤
堂
藩
が
上
野
城
の
修
築
許
可
を
願

い
出
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
ほ
ど
修
築
箇

所
の
多
い
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
同
年
３
月
、
幕
府
は
上
野
城
修
築
を
許

可
し
ま
し
た
。
写
真
（
左
）
は
そ
の
許
可

状
の
写
し
で
す
（
冒
頭
部
分
の
み
）。
末

尾
に
は
阿
部
正
弘
以
下
、
老ろ
う
中じ

ゅ
う

５
人
が
署

名
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
文
書
は
老
中

連れ
ん
署し

ょ
奉ほ

う
書し

ょ
と
呼
ば
れ
、
幕
府
が
発
給
す
る

文
書
の
中
で
非
常
に
重
み
の
あ
る
も
の
で

し
た
。

　
こ
う
し
て
藤
堂
藩
は
上
野
城
修
築
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
代
の
よ
う
な
重

機
が
な
い
中
、
被
災
し
た
地
域
の
復
興
も

あ
り
、
城
の
修
築
に
は
大
変
な
困
難
が

伴
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

文
化
財
課
歴
史
資
料
係　

　
☎
52
・
４
３
８
０　
℻  
52
・
４
３
８
１

話
余
史
歴
の
賀
伊

話
余
史
歴
の
賀
伊

15

▶
 
老
中
連
署
奉
書
写

　︵
阿
山
郡
役
所
文
書
︶

▶
 
伊
賀
国
上
野
城
破
損
之
覚

　︵
公
財
︶
伊
賀
文
化
産
業
協
会
所
蔵
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梅と桜
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

　まもなく立春です。早春の季節を迎え、やがて花が
盛りの春がやってきます。今回は、梅と桜にまつわる
話を紹介します。

　２月の花といえば梅。梅の名所といえば月ヶ瀬梅渓
（奈良市）です。名張川によってできた渓谷の各所に
梅林を見ることができます。
　月ヶ瀬の梅林は、江戸時代の中頃から名所として有
名で、当時の文人たちもたびたび訪れていました。藤
堂藩の儒学者である斎藤拙

せつ
堂
どう
は、文政13（1830）年

に弟子とともに月ヶ瀬を訪れ『月
つき
瀬
がせ
記
き
勝
しょう
』という書物

を残しています。『月瀬記勝』に描かれた梅渓の地図
には、月ヶ瀬桃香野などとともに隣接する南山城村の
高尾や田山も挙げられています。また、江戸時代の歴
史家で『日本外史』を著した頼

らい
山
さん
陽
よう
も、天保 2（1831）

年に弟子の関
せき
藤
とう
藤
とう
陰
いん
とともに月ヶ瀬梅渓を訪れていま

す。奈良方面から梅渓に来た 2人は、高尾に入ると
同時に梅香に包まれた、と藤陰の紀行文『遊

ゆう
月
つき
瀬
がせ
記
き
』

にあります。大正 11（1922）年に国の名勝に指定さ
れた月ヶ瀬の梅林は、1万本以上の梅の花が咲き乱れ、
今も昔も花を愛でるひと時を与えてくれます。

　梅につづく季節の花は桜です。木々の間に咲く山桜
は、里山にも春が来たことを実感させてくれます。
　山添村の春日区にある春日神社の山桜は、幹周りが
6.6m、樹高９m、樹齢は 300 年と推定される巨木
で、古くから神木とされています。今は株を残して新
しい幹が成長しています。同村の的野区にある大照寺
跡の枝

し
垂
だれ
桜
ざくら
は、幹周りは 2.8m、樹高は 10mのもので、

崖の上に生育しています。いずれも村の天然記念物に
指定され、春になると人びとを楽しませてくれます。

　身近なところにある桜の名所といえるのが、JR 関
西本線笠置駅と木津川沿いにある桜並木です。
　巌倉水力発電所を建設した近代の事業家田中善助は、
明治 40（1907）年に笠置村（当時）内の白砂川に
水力発電所を建設しました。しかし、風光明媚な笠置
の地を事業によって損なったのではないか、という反
省から笠置村長と協議し、笠置駅と木津川の両岸に千
本の桜を植樹しました。以降、桜の季節になると、笠
置駅周辺は渓谷の美しさと桜を観る多くの人で賑わい
ます。
　ところで、笠置町では、収穫された梅を砂糖漬けに
して「楠

なん
公
こう
梅
ばい
」または「笠

かさ
置
ぎ
梅
うめ
」として販売していま

した。いわゆる「甘露梅」の一種で風味もよく、土産
物としてもてはやされました。楠公梅は「笠置山」と
記された伊賀焼の壺に入れて販売されていました。こ
うしたことは地域連携の芽生えといえるでしょう。

（文化財課）

伊賀焼の楠公梅の壺

田山の梅林

大照寺跡の枝垂桜

古くから愛される梅林

身近な桜の名所と楠公梅

神木とされる枝垂桜

にほんご　－都市計画課－
　皆さんは現在、伊賀市に何人の外国人住民が暮ら
しているかご存じですか。2020 年 12月末時点で
伊賀市の総人口 89,771 人のうち、全体の 6.21％
にあたる 5,575 人の外国人住民が暮らしており、
国籍数は 43カ国にも上ります。
　1990年代以降、企業などの深刻な人手不足を解
消するために一定の専門性・技能を持ち、即戦力と
なる外国人を受け入れる制度が創設されたこともあ
り、伊賀市にも多くの外国人が働きに来るようにな
りました。近年では永住権を取得したり、子どもを
産み育て、２世代、３世代家族で永住、定住化する
外国人住民も増えています。市内小中学校の外国人
児童生徒数も増加しており、ますます外国人住民と
接する機会は増えていくと予想されます。
　私は、今「伊賀日本語の会」で、日本語を教える
ボランティア活動をしています。活動の中で、「伝

えたいことが伝えられない言葉の壁」が不安につな
がり、日常生活や職場でのコミュニケーションの障
壁になっていることを強く感じました。
　そのため、外国人住民から相談を受ける機会が増
えている都市計画課の窓口でも、ボランティアの経
験を生かして、方言や外来語などを意識的に減らし、
ゆっくり、わかりやすい日本語を使って対応するこ
とを心掛けています。
　国によって言葉や文化などの違いがあるのは当た
り前のことです。自分の価値観を押し付けないで、
言語、宗教、生活習慣などの多様性を認め、相手を
尊重することの重要性について勉強する機会を設け
るなど、認識を深めることが大切です。
　これからも、出身国や話す言葉に関わらず、誰も
がともに暮らしやすい、多文化共生のまちづくりを
進めていきたいです。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

　
安
政
伊
賀
地
震
と

上
野
城
の
修
築

　
嘉
永
７
（
１
８
５
４
）
年
６
月
の
「
安

政
伊
賀
地
震
」
で
上
野
城
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
本
丸
や
天
守
台
を
は
じ

め
、
内
堀･

外
堀
な
ど
、
あ
ち
こ
ち
の
石

垣
が
崩
れ
、
櫓や

ぐ
ら

や
土
塀
も
大
き
く
損
な
わ

れ
た
の
で
す
。

　
藤
堂
藩
は
町
村
復
旧
や
被
災
者
支
援
を

進
め
る
一
方
、
伊
賀
統
治
の
中
心
と
し
て

重
要
な
施
設
で
あ
る
上
野
城
の
修
築
も
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

藩
が
自
領
の
城
を
修
築
す
る
際
に
は
、

事
前
に
江
戸
幕
府
か
ら
許
可
を
得
る
必
要

が
あ
り
、
無
許
可
の
修
築
は
幕
府
の
基
本

法
規
で
あ
る
「
武ぶ

家け

諸し
ょ

法は
っ
と度

」
違
反
と
し

て
、
厳
罰
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
写
真
（
右
）
は
、
安
政
２
（
１
８
５
５
）

年
２
月
、
上
野
城
修
築
許
可
申
請
書
と
と

も
に
幕
府
へ
提
出
さ
れ
た
絵
図
の
写
し
か

ら
、
本
丸
西
側
を
拡
大
し
た
も
の
で
す
。

絵
図
の
朱
色
の
部
分
は
破
損
箇
所
を
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
絵
図
四
方
の
余
白
に

は
破
損
箇
所
に
つ
い
て
の
説
明
が
書
き

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

藤
堂
藩
が
上
野
城
の
修
築
許
可
を
願

い
出
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
ほ
ど
修
築
箇

所
の
多
い
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
同
年
３
月
、
幕
府
は
上
野
城
修
築
を
許

可
し
ま
し
た
。
写
真
（
左
）
は
そ
の
許
可

状
の
写
し
で
す
（
冒
頭
部
分
の
み
）。
末

尾
に
は
阿
部
正
弘
以
下
、
老ろ
う
中じ

ゅ
う

５
人
が
署

名
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
文
書
は
老
中

連れ
ん
署し

ょ
奉ほ

う
書し

ょ
と
呼
ば
れ
、
幕
府
が
発
給
す
る

文
書
の
中
で
非
常
に
重
み
の
あ
る
も
の
で

し
た
。

　
こ
う
し
て
藤
堂
藩
は
上
野
城
修
築
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
代
の
よ
う
な
重

機
が
な
い
中
、
被
災
し
た
地
域
の
復
興
も

あ
り
、
城
の
修
築
に
は
大
変
な
困
難
が

伴
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

文
化
財
課
歴
史
資
料
係　

　
☎
52
・
４
３
８
０　
℻  
52
・
４
３
８
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話
余
史
歴
の
賀
伊

話
余
史
歴
の
賀
伊

15

▶
 
老
中
連
署
奉
書
写

　︵
阿
山
郡
役
所
文
書
︶

▶
 
伊
賀
国
上
野
城
破
損
之
覚

　︵
公
財
︶
伊
賀
文
化
産
業
協
会
所
蔵
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日
本
は
、
総
人
口
が
減
り
、
社
会
を
支

え
る
世
代
の
人
口
が
減
っ
て
い
ま
す
。
伊い

賀が

市
も
同
じ
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

で
、
こ
れ
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地ち

域い
き

の
な
か
で
住
ん
で
い

る
人
同
士
が
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地ち

域い
き
の
課
題
を
、
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
と
ら

え
、
住
民
み
ん
な
で
解
決
す
る
方
法
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
話
し

合
い
の
場
が
、
地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
で
す
。

■
み
ん
な
で
地ち

域い
き

を
支
え
て
い
く
た
め
の

し
く
み

　
伊い

賀が

市
は
、
39
の
地ち

域い
き

に
地ち

域い
き

を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
、
地ち

域い
き

住
民
が
み
ず
か
ら
設
け
て
い
る

住
民
自
治
協
議
会
が
あ
り
ま
す
。
地ち

域い
き

の
特
色
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
住
民
が
感
じ
る
課
題
も
そ
れ
ぞ
れ

違ち
が

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地ち

域い
き

で
生
活
す
る
上
で
の
課

題
（
生
活
課
題
）
を
解
決

す
る
方
法
を
考
え
て
い
け

る
よ
う
、
住
民
自
治
協
議

会
ご
と
に
地ち

域い
き
福ふ

く
祉し

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

■
設
置
か
ら
運
営
ま
で
支し

援え
ん

し
ま
す

　
地ち

域い
き
の
特
色
に
あ
わ
せ
、
設
置
か
ら
運
営
ま
で

を
地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
お
手
伝
い
し

ま
す
。
13
人
の
地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

そ
れ
ぞ
れ
担た
ん

当と
う

地ち

域い
き

を
持
ち
、
住
民
が
生
活
課
題

を
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
で
き
る
よ
う
支し

援え
ん

し
て
い
ま

す
。

■
こ
れ
か
ら
の
地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
役や
く

割わ
り

　

生
活
課
題
の
解
決
に
必
要
な
も
の
は
、
地ち

域い
き

に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
た
と
え
ば
、
生
活
し
て

い
く
上
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困こ
ま

り
ご
と
を
頼た

の

む
人

が
周
り
に
い
な
い
と
い
う
課
題
に
対
し
、
地ち

域い
き

ぐ

る
み
で
助
け
合
う
体
制
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
地ち

域い
き

住
民
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
居
場
所

を
つ
く
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
地ち

域い
き

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
住
み
や
す
い
地ち

域い
き

を
つ
く
る
た

め
、
地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
役や

く
割わ

り
は
ま

す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
た
く
さ
ん
の
人
が
地ち

域い
き

の
た
め
に
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
自

分
の
暮く

ら
し
て
い
る
地ち

域い
き

で
行
わ
れ
て
い
る
行
事

な
ど
に
、
一
度
目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
医い

療り
ょ
う

福ふ
く
祉し

政せ
い
策さ

く
課

　
☎
26
・
３
９
４
０　
℻  
22
・
９
６
７
３

小・中学生のためのコラムです

こども広場
「地

ち

域
いき

福
ふく

祉
し

ネットワーク会議」

「ウィークリー伊賀市」でも見られるよ！
【放送期間】
　２月１日㈪～７日㈰

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン昭

和
15
年
、
上
野

車
坂
町
に
開
業
し
、
長

年
家
族
で
和
菓
子
屋

を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

 

伊
賀
地
域
に
由
来

し
た
和
菓
子
を
中
心
に
、
添
加
物
の
少
な
い
身
体
に

優
し
い
商
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

当
店
の
屋
号
に
あ
る
「
桃
青
」
は
、
俳
聖 

松
尾

芭
蕉
が
、
初
め
て
江
戸
に
旅
立
つ
頃
に
使
用
し
て
い

た
俳
号
で
す
。
意
味
は
、
自
分
を
ま
だ
熟
し
て
い
な

い
青
い
桃
に
例
え
て
、
絶
え
ず
切
磋
琢
磨
し
て
い
こ

う
と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
字

を
頂
き
、
若
き
日
の
芭
蕉
の
気
持
ち
で
、

日
々
和
菓
子
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

桃青庵ふじさき
藤﨑　義武さん

【
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
☎
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・
９
６
６
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22
・
９
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No.10

丁稚ようかん
　伊賀の冬は、盆地特有の底冷えと乾燥し
やすい気候が特徴です。丁稚ようかんは、
冬の乾燥した喉を潤すために作られまし
た。伊賀では昔から、こたつを囲んでよく
冷えた丁稚ようかんを食べる光景が多くみ
られました。
　一般に水ようかんとして販売されている
物よりも柔らかく甘みも控えめです。

情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　甲賀市・水口はか
つて東海道五十三
次 50番目の宿場町
としてにぎわいまし
た。水口のまちはど
のように成立し、ど
のように発展したの
か、古地図を用いて
歴史地理学の視点から解き明かします。
【と　き】　２月 14日㈰
　午後１時 30分～４時 30分（開場：午後１時）
【ところ】　あいこうか市民ホール
　（滋賀県甲賀市水口町水口 5633番地）
【内　容】
○基調講演「古地図から探る東海道と水口」　
　京都大学教授　山村　亜希さん
○パネルディスカッション
※参加無料・申込不要（先着 356人）
【問い合わせ】　（一社）甲賀市観光まちづくり協会
　☎ 0748-60-2690

甲賀流戦国歴史講演
～古地図から探る東海道と水口～

亀山市亀山市
東海道のおひなさま 亀山宿・関宿
～春の訪れを告げるひな飾り～

　旧東海道「亀山宿」
と「関宿」の街道沿い
の公共施設や民家、店
舗などで、江戸時代の
貴重なひな人形などが
展示されます。
　歴史と伝統を感じるまちなみを散策しながら、
桃の節句を祝う色とりどりのひな飾りをお楽しみ
ください。
【と　き】　２月 13日㈯～３月６日㈯
【ところ】　○亀山宿…亀山市本町～布気町
　（旧舘家、市民協働センター「みらい」ほか）
○関宿…亀山市関町木崎～関町新所
　（関宿足湯交流施設、関まちなみ文化センターほか）
※アクセスなど、詳しくは亀山市観光
協会のホームページをご覧ください。

【問い合わせ】
　東海道のおひなさま 亀山宿・関宿実行委員会
　（亀山市観光協会内）
　☎  0595-97-8877

　伊賀鉄道の通学定期券利用者を対象に、令和２年
10月１日から令和３年３月 31日までの通学利用分
に対して、かかった経費の３分の１を助成しています。
　申請書に必要事項を記入し、必要書類を添えて、下
記まで持参または郵送してください。持参の場合、各
支所振興課でも受け付けます。
　申請書は市ホームページまたは、交通政策課、各支
所振興課、忍者市（上野市）駅の各窓口で入手でき
ます。まだ申請がお済みでない人は早めの申請をお願
いします。
【申請期限】　３月５日㈮
※３月購入分は３月 31日㈬まで
【必要書類】　申請書・保護者の本人確認書類の写し・
通帳の写し・通学定期券の写し
※詳しくは、市ホームページでご確認ください。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎22-9663　℻  22-9694

忍者線（伊賀線）だより

伊賀鉄道通学定期券購入費助成の
申請はお済みですか

芭蕉翁記念館だより

　春が近づいてきています。春になると寝心地が
よくて、朝なかなか起きられない人もいるかもし
れませんね。それは芭蕉さんも同じだったようです。

　　不
ぶ

性
しょう

さやかき起
おこ

されし春の雨

　元禄４（1691）年、伊賀の兄半
はん

左
ざ

衛
え

門
もん

の家に
帰省していた時の句です。実家に帰ってきた安堵
感からでしょうか、だらだらと朝寝をしていたと
ころ、家族に起こされてしまったようです。「春
の雨」に、まだぼんやりしている芭蕉さんの気だ
るい気分が表れています。
♦企画展「芭蕉を伝えた人々」開催中
　３月 17日㈬まで
　ギャラリートーク　２月20日㈯、３月14日㈰
　いずれも午後 1時 30分～
【問い合わせ】
○文化交流課　☎ 22-9621　℻   22-9619
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219
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日
本
は
、
総
人
口
が
減
り
、
社
会
を
支

え
る
世
代
の
人
口
が
減
っ
て
い
ま
す
。
伊い

賀が

市
も
同
じ
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

で
、
こ
れ
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地ち

域い
き

の
な
か
で
住
ん
で
い

る
人
同
士
が
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地ち

域い
き

の
課
題
を
、
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
と
ら

え
、
住
民
み
ん
な
で
解
決
す
る
方
法
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
話
し

合
い
の
場
が
、
地ち

域い
き
福ふ

く
祉し

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
で
す
。

■
み
ん
な
で
地ち

域い
き

を
支
え
て
い
く
た
め
の

し
く
み

　
伊い

賀が

市
は
、
39
の
地ち

域い
き
に
地ち

域い
き
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
、
地ち

域い
き
住
民
が
み
ず
か
ら
設
け
て
い
る

住
民
自
治
協
議
会
が
あ
り
ま
す
。
地ち

域い
き
の
特
色
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
住
民
が
感
じ
る
課
題
も
そ
れ
ぞ
れ

違ち
が
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地ち

域い
き
で
生
活
す
る
上
で
の
課

題
（
生
活
課
題
）
を
解
決

す
る
方
法
を
考
え
て
い
け

る
よ
う
、
住
民
自
治
協
議

会
ご
と
に
地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

■
設
置
か
ら
運
営
ま
で
支し

援え
ん

し
ま
す

　
地ち

域い
き
の
特
色
に
あ
わ
せ
、
設
置
か
ら
運
営
ま
で

を
地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
お
手
伝
い
し

ま
す
。
13
人
の
地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

そ
れ
ぞ
れ
担た
ん

当と
う

地ち

域い
き

を
持
ち
、
住
民
が
生
活
課
題

を
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
で
き
る
よ
う
支し

援え
ん

し
て
い
ま

す
。

■
こ
れ
か
ら
の
地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
役や
く
割わ
り

　

生
活
課
題
の
解
決
に
必
要
な
も
の
は
、
地ち

域い
き
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
た
と
え
ば
、
生
活
し
て

い
く
上
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困こ
ま

り
ご
と
を
頼た

の

む
人

が
周
り
に
い
な
い
と
い
う
課
題
に
対
し
、
地ち

域い
き

ぐ

る
み
で
助
け
合
う
体
制
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
地ち

域い
き

住
民
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
居
場
所

を
つ
く
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
地ち

域い
き
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
住
み
や
す
い
地ち

域い
き
を
つ
く
る
た

め
、
地ち

域い
き
福ふ

く
祉し

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
役や

く
割わ

り
は
ま

す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
た
く
さ
ん
の
人
が
地ち

域い
き
の
た
め
に
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
自

分
の
暮く

ら
し
て
い
る
地ち

域い
き
で
行
わ
れ
て
い
る
行
事

な
ど
に
、
一
度
目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
医い

療り
ょ
う

福ふ
く

祉し

政せ
い

策さ
く

課

　
☎
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・
３
９
４
０　
℻  
22
・
９
６
７
３

小・中学生のためのコラムです

こども広場
「地

ち

域
いき

福
ふく

祉
し

ネットワーク会議」

「ウィークリー伊賀市」でも見られるよ！
【放送期間】
　２月１日㈪～７日㈰

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン昭

和
15
年
、
上
野

車
坂
町
に
開
業
し
、
長

年
家
族
で
和
菓
子
屋

を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

 

伊
賀
地
域
に
由
来

し
た
和
菓
子
を
中
心
に
、
添
加
物
の
少
な
い
身
体
に

優
し
い
商
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

当
店
の
屋
号
に
あ
る
「
桃
青
」
は
、
俳
聖 

松
尾

芭
蕉
が
、
初
め
て
江
戸
に
旅
立
つ
頃
に
使
用
し
て
い

た
俳
号
で
す
。
意
味
は
、
自
分
を
ま
だ
熟
し
て
い
な

い
青
い
桃
に
例
え
て
、
絶
え
ず
切
磋
琢
磨
し
て
い
こ

う
と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
字

を
頂
き
、
若
き
日
の
芭
蕉
の
気
持
ち
で
、

日
々
和
菓
子
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

桃青庵ふじさき
藤﨑　義武さん

【
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
☎
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No.10

丁稚ようかん
　伊賀の冬は、盆地特有の底冷えと乾燥し
やすい気候が特徴です。丁稚ようかんは、
冬の乾燥した喉を潤すために作られまし
た。伊賀では昔から、こたつを囲んでよく
冷えた丁稚ようかんを食べる光景が多くみ
られました。
　一般に水ようかんとして販売されている
物よりも柔らかく甘みも控えめです。

情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　甲賀市・水口はか
つて東海道五十三
次 50番目の宿場町
としてにぎわいまし
た。水口のまちはど
のように成立し、ど
のように発展したの
か、古地図を用いて
歴史地理学の視点から解き明かします。
【と　き】　２月 14日㈰
　午後１時 30分～４時 30分（開場：午後１時）
【ところ】　あいこうか市民ホール
　（滋賀県甲賀市水口町水口 5633番地）
【内　容】
○基調講演「古地図から探る東海道と水口」　
　京都大学教授　山村　亜希さん
○パネルディスカッション
※参加無料・申込不要（先着 356人）
【問い合わせ】　（一社）甲賀市観光まちづくり協会
　☎ 0748-60-2690

甲賀流戦国歴史講演
～古地図から探る東海道と水口～

亀山市亀山市
東海道のおひなさま 亀山宿・関宿
～春の訪れを告げるひな飾り～

　旧東海道「亀山宿」
と「関宿」の街道沿い
の公共施設や民家、店
舗などで、江戸時代の
貴重なひな人形などが
展示されます。
　歴史と伝統を感じるまちなみを散策しながら、
桃の節句を祝う色とりどりのひな飾りをお楽しみ
ください。
【と　き】　２月 13日㈯～３月６日㈯
【ところ】　○亀山宿…亀山市本町～布気町
　（旧舘家、市民協働センター「みらい」ほか）
○関宿…亀山市関町木崎～関町新所
　（関宿足湯交流施設、関まちなみ文化センターほか）
※アクセスなど、詳しくは亀山市観光
協会のホームページをご覧ください。

【問い合わせ】
　東海道のおひなさま 亀山宿・関宿実行委員会
　（亀山市観光協会内）
　☎  0595-97-8877

　伊賀鉄道の通学定期券利用者を対象に、令和２年
10月１日から令和３年３月 31日までの通学利用分
に対して、かかった経費の３分の１を助成しています。
　申請書に必要事項を記入し、必要書類を添えて、下
記まで持参または郵送してください。持参の場合、各
支所振興課でも受け付けます。
　申請書は市ホームページまたは、交通政策課、各支
所振興課、忍者市（上野市）駅の各窓口で入手でき
ます。まだ申請がお済みでない人は早めの申請をお願
いします。
【申請期限】　３月５日㈮
※３月購入分は３月 31日㈬まで
【必要書類】　申請書・保護者の本人確認書類の写し・
通帳の写し・通学定期券の写し
※詳しくは、市ホームページでご確認ください。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎22-9663　℻  22-9694

忍者線（伊賀線）だより

伊賀鉄道通学定期券購入費助成の
申請はお済みですか

芭蕉翁記念館だより

　春が近づいてきています。春になると寝心地が
よくて、朝なかなか起きられない人もいるかもし
れませんね。それは芭蕉さんも同じだったようです。

　　不
ぶ

性
しょう

さやかき起
おこ

されし春の雨

　元禄４（1691）年、伊賀の兄半
はん

左
ざ

衛
え

門
もん

の家に
帰省していた時の句です。実家に帰ってきた安堵
感からでしょうか、だらだらと朝寝をしていたと
ころ、家族に起こされてしまったようです。「春
の雨」に、まだぼんやりしている芭蕉さんの気だ
るい気分が表れています。
♦企画展「芭蕉を伝えた人々」開催中
　３月 17日㈬まで
　ギャラリートーク　２月20日㈯、３月14日㈰
　いずれも午後 1時 30分～
【問い合わせ】
○文化交流課　☎ 22-9621　℻   22-9619
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219
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当店には、時計修理技能士 認定眼鏡士のスペシャリストが在籍しております。

まま ちち かか どど 通通 信信

　12月 28日㈪、本庁舎で伊賀白鳳高等学校工芸部の生徒８人が、三重
とこわか国体啓発用木製物品「カウントダウンだんじり」のデザイン案に
ついて、三重とこわか国体伊賀市実行委員会と意見交換を行いました。
　今後、出された意見を参考に改良を重ねながら制作を進め、６月６日㈰
の三重とこわか国体開催 111日前にお披露目する予定です。

１．デザイン案を発表する生徒たち。
２．出席者からさまざまな意見が出されました。
３．ミニチュアで構造などを確認しました。
４．完成をめざして意気込む生徒たち。

１．記念撮影する新成人。２・３．式典の様子。
４．阿山会場ではバルーンリリースを行いました。

国体啓発用木製だんじりデザイン案意見交換

　１月 10日㈰、新成人の門出を祝い、市内９カ所の会場で成人式を行い
ました。
　今年の成人式は、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を徹底した
上で開催しました。この日の式には 643人が出席しました。

令和３年成人式

２

２

１

１

３

３

４

４

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

３月の子育てコーナー
赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

遊び場の開放

１歳６カ月児健診
２日㈫

13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

16日㈫

３歳児健診
（３歳６カ月児） 11 日㈭ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

４日㈭ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階） 育児相談・栄養相談　※予約制

※母子健康手帳をご持参ください。
※詳細はホームページをご覧ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

５日㈮ 9：30～ 11：30 いがまち保健福祉センター

12日㈮ 10：00～ 11：40
伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）19日㈮ 10：00～ 11：40

13：30～ 14：00

【開放日】
○月～金曜日、第３土曜日　午前９時～午後５時
○第４日曜日　午前９時～正午
【問い合わせ】　☎ 22-9665

子育て包括支援センター

【開放日】　火～土曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 53-0711

青山子育て支援センター

【開放日】　月～金曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 59-9060

島ヶ原子育て支援センター

【開放日】　月～金曜日　午前 10時～午後４時
【問い合わせ】　☎ 21-7393

曙保育園「すくすくらんど」

【開放日】　月～金曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 47-0088

大山田子育て支援センター

【開放日】　月～金曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 45-1015

いがまち子育て支援センター

【開放日】　第２日曜日　午前９時～午後２時
【問い合わせ】　☎ 22-9665

にんにんパーク

【開放日】　火～土曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 43-2166

あやま子育て支援センター

子育て支援のための教室を中止します
　新型コロナウイルス感染症の影響により、今年度開催を予定していた子育て支援のための教室を 3月開催
分まで中止します。各施設の遊び場の開放は通常通り行う予定です。
※今後の状況によっては変更となる場合があります。
※最新の情報は市ホームページをご覧ください。
【問い合わせ】　子育て包括支援センター　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp
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当店には、時計修理技能士 認定眼鏡士のスペシャリストが在籍しております。
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１．デザイン案を発表する生徒たち。
２．出席者からさまざまな意見が出されました。
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　１月 10日㈰、新成人の門出を祝い、市内９カ所の会場で成人式を行い
ました。
　今年の成人式は、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を徹底した
上で開催しました。この日の式には 643人が出席しました。

令和３年成人式

２

２

１

１

３

３

４

４

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

３月の子育てコーナー
赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

遊び場の開放

１歳６カ月児健診
２日㈫

13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

16日㈫

３歳児健診
（３歳６カ月児） 11 日㈭ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

４日㈭ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階） 育児相談・栄養相談　※予約制

※母子健康手帳をご持参ください。
※詳細はホームページをご覧ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

５日㈮ 9：30～ 11：30 いがまち保健福祉センター

12日㈮ 10：00～ 11：40
伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）19日㈮ 10：00～ 11：40

13：30～ 14：00

【開放日】
○月～金曜日、第３土曜日　午前９時～午後５時
○第４日曜日　午前９時～正午
【問い合わせ】　☎ 22-9665

子育て包括支援センター

【開放日】　火～土曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 53-0711

青山子育て支援センター

【開放日】　月～金曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 59-9060

島ヶ原子育て支援センター

【開放日】　月～金曜日　午前 10時～午後４時
【問い合わせ】　☎ 21-7393

曙保育園「すくすくらんど」

【開放日】　月～金曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 47-0088

大山田子育て支援センター

【開放日】　月～金曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 45-1015

いがまち子育て支援センター

【開放日】　第２日曜日　午前９時～午後２時
【問い合わせ】　☎ 22-9665

にんにんパーク

【開放日】　火～土曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 43-2166

あやま子育て支援センター

子育て支援のための教室を中止します
　新型コロナウイルス感染症の影響により、今年度開催を予定していた子育て支援のための教室を 3月開催
分まで中止します。各施設の遊び場の開放は通常通り行う予定です。
※今後の状況によっては変更となる場合があります。
※最新の情報は市ホームページをご覧ください。
【問い合わせ】　子育て包括支援センター　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　認知症の人やご家族、認知症に関
心のある人、地域の人など、誰でも
参加できるカフェです。
　「認知症について知りたい」「相談
したい」「仲間を作りたい」という
皆さん、ぜひお越しください。
【と　き】
　２月９日㈫　午前 10時～正午
※午前 10時 30 分から健康体操や
脳トレなどのミニイベントを行い
ます。（20分程度）

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階健康ステーション
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

インターネット公売
　公売の対象は市税の滞納処分と
して差し押さえた財産です。
※せり売り・入札方式
◆市ホームページ掲載開始日時
　２月９日㈫　午後４時
◆参加申込期限
　２月 24日㈬　午後 11時
※諸事情により中止になる場合が
あります。詳しくは、市ホーム
ページをご確認ください。

【問い合わせ】　収税課
　☎ 22-9612　℻   22-9618

いがオレンジカフェ

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　伊賀市島ヶ原の正月堂の
秘仏十一面観音は、（　　　）に
１度の開帳が許され、木造立像
で高さは 205.2cmです。
① 15年
② 20年
③ 25年
④ 33年

（答えは 25ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　認知症への理解を深めるための講
演を動画配信します。また、視聴環
境がない人向けに、視聴会を開催し
ます。

【動画配信開始日】
　市公式 Y

ユ ー チ ュ ー ブ

ouTube
　「忍者市チャンネル」
　２月 15日㈪
【講演１】
○演題：若年性認知症になっても笑
顔のままで
○講師：b

ボ ー ダ ー レ ス

orderless-w
ウ ィ ズ

ith-d
デ ィ メ ン シ ア

ementia-
　若年性認知症当事者
　山田　真由美さん
　メンバー　山下　祐佳里さん
【講演２】
○演題：当事者とともにつくる地域・
　社会
○講師：山下　祐佳里さん

◆視聴会
【とき・ところ】
○２月 15日㈪
　午後 1時 30分～３時
　青山福祉センター教養娯楽室
○２月 16日㈫
　午前 10時～ 11時 30分
　いがまち保健福祉センター研修室
○２月 20日㈯
　午前 10時～ 11時 30分
　本庁舎　５階会議室 501
※各会場とも収容人数に限りがあり
ます。希望する視聴会の前日まで
に申し込んでください。

【申込先・問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281
　 houkatsu-shien@city.iga.lg.jp

【と　き】
○半日コース：７日間（火・金曜、
　午前 10時～正午）
　４月９日、13日、16日、20日、
　23日、５月７日、14日
○１日コース：４日間（土曜、午前
10時～正午・午後１時～３時）

　４月 10日、24日、５月８日、　
　22日　※最終日は午前のみ
【ところ】
　三重県視覚障害者支援センター
　大研修室
　（津市桜橋２丁目 131番地）
【内　容】
○視覚障がい・ボランティアについて
○正しく伝えるための音訳基礎知
識、実習

○パソコンを使った録音実習
○グループ紹介、活動に向けての案内
【対象者】
　音訳の経験がなく、パソコンが使
える人で、ボランティアとして活動
したい人
※講習会の全日程に参加できる人に
限ります。

【申込方法】
　三重県視覚障害者支援センターに
お問い合わせいただくか、
ホームページをご覧くだ
さい。
【申込期間】　3月 19日㈮必着
※テキスト（880 円）の事前購入
が必要です。

【申込先・問い合わせ】
　三重県視覚障害者支援センター　
　☎ 059-213-7300
　℻   059-228-8425
　 mieten@zc.ztv.ne.jp 
【問い合わせ】
　障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻  22-9662

オンライン認知症講演会音訳奉仕者養成講習会

「ヘルプマーク」を
知っていますか？
援助や配慮を必要と
する人が伝えやすく、
支援ができる人が気
づきやすくなる「お

もいやりの絆」をつなげるマー
クです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻ 22-9662　
　　shougai@city.iga.lg.jp

　　

※右の２次元コードを読み
込んでアクセスできます。

広報いがＰＤＦ版を市ホームページ
でご覧いただけます。

広報いがPDF版

【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

図書館
　だより

■一般書
『世界の児童文学をめぐる旅』

池田　正孝／著

■児童書
『偉人もみんな悩んでいた』

こざき　ゆう／文
真山　知幸／文

■一般書　
『47 都道府県知っておきたい気象・
気象災害がわかる事典』

三隅　良平／著
『哲学の名著 50 冊が 1冊でざっと
学べる』　　　　 岡本　裕一朗／著

■児童書　
『おねえちゃんって、きょうもやきもき！』

いとう　みく／作、
つじむら　あゆこ／絵

『正しく知って正しく使う「くすり」の大事典』
くすりの適正使用協議会／監修

■絵　本
『とっくんトラックゆきのひにぶぶー』

いわむら　かずお／作・絵
『もうふちゃん』くさか　みなこ／作、

よしむら　めぐ／絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

■絵　本　
『やっこさんのけんか』

殿内　真帆／作・絵
　５色のおりがみで作ったやっこ
さんたちが、自分が一番だと言っ
て、けんかを始めました。おすも
うさん、紙ひこうき、船、かざぐ
るまと、次々に形を変えながら、
一番を決める勝負は続きます。

司書のおすすめ

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
２月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）
9 日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

9日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

13日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

16日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

17日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

19日㈮ 10：00～ いがまち複合施設小ホール
（旧ふるさと会館いが）絵本の時間（お話の国アリス）

21日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

24日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

25日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

27日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

【と　き】　２月 19日㈮　午後６時～７時 30分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　甲鳥書林と中市弘
【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出 楯夫さん
※ご来場の際は、上野図書館駐車場または市営上
野公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利
用ください。

　「読書会」は、事前に課題本を読んで、その本
の内容や感想などを自由に話し合う場です。いろ
いろな人から本の感想を聞くことで、新たな気づ
きを得られます。
　課題本は図書館で用意しますので、事前に貸出
手続きをお願いします。
【課題本】　『思い出のアンネ・フランク』

ミープ　ヒース／著、深町　真理子／訳
【と　き】　３月９日㈫　午前10時～11時30分
【ところ】　上野図書館　視聴覚室
【定　員】　10人（18歳以上）
【申込方法】　来館・電話
【申込期間】　２月 12日㈮～ 3月５日㈮
【申込先・問い合わせ】　上野図書館

◆郷土の歴史夜咄会

◆大人の読書会

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加
者の人数を制限しています。
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　認知症の人やご家族、認知症に関
心のある人、地域の人など、誰でも
参加できるカフェです。
　「認知症について知りたい」「相談
したい」「仲間を作りたい」という
皆さん、ぜひお越しください。
【と　き】
　２月９日㈫　午前 10時～正午
※午前 10時 30 分から健康体操や
脳トレなどのミニイベントを行い
ます。（20分程度）

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階健康ステーション
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

インターネット公売
　公売の対象は市税の滞納処分と
して差し押さえた財産です。
※せり売り・入札方式
◆市ホームページ掲載開始日時
　２月９日㈫　午後４時
◆参加申込期限
　２月 24日㈬　午後 11時
※諸事情により中止になる場合が
あります。詳しくは、市ホーム
ページをご確認ください。

【問い合わせ】　収税課
　☎ 22-9612　℻   22-9618

いがオレンジカフェ

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　伊賀市島ヶ原の正月堂の
秘仏十一面観音は、（　　　）に
１度の開帳が許され、木造立像
で高さは 205.2cmです。
① 15年
② 20年
③ 25年
④ 33年

（答えは 25ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　認知症への理解を深めるための講
演を動画配信します。また、視聴環
境がない人向けに、視聴会を開催し
ます。

【動画配信開始日】
　市公式 Y

ユ ー チ ュ ー ブ

ouTube
　「忍者市チャンネル」
　２月 15日㈪
【講演１】
○演題：若年性認知症になっても笑
顔のままで
○講師：b

ボ ー ダ ー レ ス

orderless-w
ウ ィ ズ

ith-d
デ ィ メ ン シ ア

ementia-
　若年性認知症当事者
　山田　真由美さん
　メンバー　山下　祐佳里さん
【講演２】
○演題：当事者とともにつくる地域・
　社会
○講師：山下　祐佳里さん

◆視聴会
【とき・ところ】
○２月 15日㈪
　午後 1時 30分～３時
　青山福祉センター教養娯楽室
○２月 16日㈫
　午前 10時～ 11時 30分
　いがまち保健福祉センター研修室
○２月 20日㈯
　午前 10時～ 11時 30分
　本庁舎　５階会議室 501
※各会場とも収容人数に限りがあり
ます。希望する視聴会の前日まで
に申し込んでください。

【申込先・問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281
　 houkatsu-shien@city.iga.lg.jp

【と　き】
○半日コース：７日間（火・金曜、
　午前 10時～正午）
　４月９日、13日、16日、20日、
　23日、５月７日、14日
○１日コース：４日間（土曜、午前
10時～正午・午後１時～３時）
　４月 10日、24日、５月８日、　
　22日　※最終日は午前のみ
【ところ】
　三重県視覚障害者支援センター
　大研修室
　（津市桜橋２丁目 131番地）
【内　容】
○視覚障がい・ボランティアについて
○正しく伝えるための音訳基礎知
識、実習
○パソコンを使った録音実習
○グループ紹介、活動に向けての案内
【対象者】
　音訳の経験がなく、パソコンが使
える人で、ボランティアとして活動
したい人
※講習会の全日程に参加できる人に
限ります。

【申込方法】
　三重県視覚障害者支援センターに
お問い合わせいただくか、
ホームページをご覧くだ
さい。
【申込期間】　3月 19日㈮必着
※テキスト（880 円）の事前購入
が必要です。

【申込先・問い合わせ】
　三重県視覚障害者支援センター　
　☎ 059-213-7300
　℻   059-228-8425
　 mieten@zc.ztv.ne.jp 
【問い合わせ】
　障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻  22-9662

オンライン認知症講演会音訳奉仕者養成講習会

「ヘルプマーク」を
知っていますか？
援助や配慮を必要と
する人が伝えやすく、
支援ができる人が気
づきやすくなる「お

もいやりの絆」をつなげるマー
クです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻ 22-9662　
　　shougai@city.iga.lg.jp

　　

※右の２次元コードを読み
込んでアクセスできます。

広報いがＰＤＦ版を市ホームページ
でご覧いただけます。

広報いがPDF版

【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

図書館
　だより

■一般書
『世界の児童文学をめぐる旅』

池田　正孝／著

■児童書
『偉人もみんな悩んでいた』

こざき　ゆう／文
真山　知幸／文

■一般書　
『47 都道府県知っておきたい気象・
気象災害がわかる事典』

三隅　良平／著
『哲学の名著 50 冊が 1冊でざっと
学べる』　　　　 岡本　裕一朗／著

■児童書　
『おねえちゃんって、きょうもやきもき！』

いとう　みく／作、
つじむら　あゆこ／絵

『正しく知って正しく使う「くすり」の大事典』
くすりの適正使用協議会／監修

■絵　本
『とっくんトラックゆきのひにぶぶー』

いわむら　かずお／作・絵
『もうふちゃん』くさか　みなこ／作、

よしむら　めぐ／絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

■絵　本　
『やっこさんのけんか』

殿内　真帆／作・絵
　５色のおりがみで作ったやっこ
さんたちが、自分が一番だと言っ
て、けんかを始めました。おすも
うさん、紙ひこうき、船、かざぐ
るまと、次々に形を変えながら、
一番を決める勝負は続きます。

司書のおすすめ

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
２月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）
9 日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

9日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

13日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

16日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

17日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

19日㈮ 10：00～ いがまち複合施設小ホール
（旧ふるさと会館いが）絵本の時間（お話の国アリス）

21日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

24日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

25日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

27日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

【と　き】　２月 19日㈮　午後６時～７時 30分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　甲鳥書林と中市弘
【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出 楯夫さん
※ご来場の際は、上野図書館駐車場または市営上
野公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利
用ください。

　「読書会」は、事前に課題本を読んで、その本
の内容や感想などを自由に話し合う場です。いろ
いろな人から本の感想を聞くことで、新たな気づ
きを得られます。
　課題本は図書館で用意しますので、事前に貸出
手続きをお願いします。
【課題本】　『思い出のアンネ・フランク』

ミープ　ヒース／著、深町　真理子／訳
【と　き】　３月９日㈫　午前10時～11時30分
【ところ】　上野図書館　視聴覚室
【定　員】　10人（18歳以上）
【申込方法】　来館・電話
【申込期間】　２月 12日㈮～ 3月５日㈮
【申込先・問い合わせ】　上野図書館

◆郷土の歴史夜咄会

◆大人の読書会

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加
者の人数を制限しています。
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　カットされた木材を使って素敵な
雑貨を作りませんか。
【と　き】　３月 20日㈯
　午前 10時～ 11時
【ところ】
　大山田公民館　研修室
【講　師】
　三重県建設労働組合上野支部会員
【対象者】　市内在住・在勤の人（小
学生以下は保護者同伴）
【持ち物】
　軍手、筆記用具
※作業しやすい服装でお越しください。
【定　員】
　先着 10人
【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記まで。
【申込期間】
　２月 10日㈬～３月 10日㈬
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131
　 ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

　伊賀市にはたくさんの外国出身の
人が住んでいます。中でも、ベトナ
ム人は 1,000 人を超えており外国
人住民の約 20％を占めています。
日本人やベトナム人が互いを理解し
て暮らすために、ベトナムの文化や
日本での生活などについて、学んで
みませんか。
【と　き】
　２月 28日㈰　午前 10時～正午
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階調理実習室
【定　員】　先着 15人
【申込方法】
　電話、ファックス、Eメール
【申込期限】　２月 22日㈪
【申込先・問い合わせ】
　伊賀市国際交流協会事務局
　☎ 070-4455-4900　
　℻  22-9631
　 mie-iifa@ict.jp

【と　き】　３月３日㈬・17日㈬
　午後１時 30分～３時
【ところ】
　伊賀市シルバーワークプラザ
　２階（西明寺 2782-92）
【内　容】
○３日：レース編みで作るレジ袋
ケース・ちりめんで作るチュー
リップ

○ 17 日：レース編みで作るアマビ
エ人形

【対象者】
　市内在住の 60歳以上の人
【料　金】　１回 500円（材料費）
【持ち物】　かぎ針（レース用２号か
ら３号）、簡単な裁縫セット
【定　員】　１回 10人
※申込多数の場合は抽選。
【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記まで。
【申込期間】
　２月８日㈪～ 17日㈬
【申込先・問い合わせ】
　（公社）伊賀市シルバー人材センター
　☎ 24-5800　℻  23-2040

　樹木に関する基礎知識や道具の取
扱方法などを実習を通じて習得しま
せんか。
【と　き】　２月 27日㈯
　午前９時～午後４時
※雨天の場合：３月７日㈰
【ところ】
○受付・講義：伊賀市シルバーワー
　クプラザ　２階
　（西明寺 2782-92）
○実習場所：伊賀白鳳高等学校
【対象者】
　市内在住の 55歳以上の人
【定　員】　20人
※申込多数の場合は抽選。
【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記まで。
【申込期間】　２月８日㈪～ 15日㈪
【申込先・問い合わせ】
　（公社）伊賀市シルバー人材センター
　☎ 24-5800　℻  23-2040

　職場や地域などで、自分の思いを
実現するための交渉の手法につい
て、ワークショップを通して学びま
せんか。
【と　き】　３月 18日㈭
　午後７時～９時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
○テーマ：思いを形にする交渉術
○講師：NPO法人C

コ

o.t
ト

o.h
ハ ナ

ana
　代表　西川　亮さん
【対象者】
　市内在住・在勤の女性
【定　員】
　先着 15人
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号を下記まで。
【申込受付開始日】
　２月８日㈪
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

木工教室

ベトナムのことを紹介します

手芸教室

剪定講習会

女性のための
エンパワメント講座

　三重県が設置する出逢い支援の拠
点「みえ出逢いサポートセンター」
の出張相談会です。出逢いや結婚に
関する悩みなど、お気軽にご相談く
ださい。
【と　き】　３月 14日㈰・15日㈪
　午前 10時～午後３時
【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階ミーティングルーム
【対象者】
○結婚を希望する独身者
○子の結婚について悩みのある親
○従業員の結婚を応援したい企業の
担当者
○婚活イベントを企画したい団体　
など
【定　員】
　各日８組　１組 30分程度
※予約優先
【申込方法】　電話
【申込期限】　３月 12日㈮まで
【申込先・問い合わせ】
　みえ出逢いサポートセンター
　☎ 059-355-1322
【問い合わせ】※当日のみ
　こども未来課
　☎ 22-9665

みえ出逢いサポートセンター
出張相談会 in 伊賀

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【と　き】　３月９日㈫
　午前の部：午前10 時～11時 30 分
　午後の部：午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】　離乳食前期（１～２回食）
の話・離乳食の調理
【持ち物】　母子手帳・筆記用具・エ
プロン・三角巾・手ふきタオル
【定　員】　各回先着３人
【申込方法】　住所・参加する保護者
と子どもの氏名・生年月日・電話番
号を下記まで。
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込受付開始日】　２月 17日㈬
【申込先・問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

【と　き】　３月６日㈯
○午前９時 30分～ 10時 30分
○午前 11時～正午
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　妊婦体験・沐浴体験・妊婦相談・
育児相談など
【対象者】
　妊婦とその家族（夫・母など）
【定　員】　各回先着８組
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号・出産予定
日・同伴者の有無を下記まで。
【申込期間】
　２月８日㈪～３月５日㈮
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　ユネスコ無形文化遺産に登録され
ている「上野天神祭のダンジリ行事」
で奏でられるお囃

はや

子
し

の体験会を行い
ます。
【と　き】　２月 28日㈰
　午後１時 30分～３時
【ところ】
　上野西部地区市民センター
　２階ホール
【対象者】　小学生とその保護者
【定　員】　10組
※申込者多数の場合は抽選。
【申込方法】　住所・氏名・電話番号
を下記まで。市ホームページからも
申し込めます。
【申込期限】　２月 12日㈮
【申込先】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692
【問い合わせ】
　文化財課　
　☎ 22-9678　℻  22-9667

【と　き】　３月６日㈯　※２回公演
○午前の部：午前 10 時 30 分～
11時 30分
　（開場：午前 10時 15分）
○午後の部：午後２時～３時
　（開場：午後１時 45分）
【ところ】　ゆめぽりすセンター
　２階大会議室
【内　容】　人形劇団「むすび座」公演
○金のがちょう
○せんたくかあちゃん
【対象者】
　未就学児～小学校低学年の子ども
とその保護者
【定　員】
　親子 50組（午前・午後各 25組）
※申込者多数の場合は、抽選し結果
を全員に通知します。

【申込期間】
　２月５日㈮～ 18日㈭
【申込方法】　申込書に必要事項を記
入し下記まで。市ホームページから
も申し込めます。
【申込先・問い合わせ】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

離乳食教室

ウェルカムベビー教室

上野天神祭のダンジリ行事
お囃子演奏体験

青少年健全育成推進大会

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　２月 16日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】
　本庁舎　２階会議室 202
【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　
【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp

　「空き家を持っているけど、将来
どうしたらいいかわからなくて不
安」、「空き家を他の人に売ったり貸
したりしたい」、「相続トラブルがあ
り、実家が空き家になったままで誰
に相談したらいいかわからない」な
ど、空き家に関する悩みを各分野の
専門家に無料で相談できます。
【と　き】
　２月 27日㈯　午後１時～４時
（受付：午後０時30分～３時30分）
【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階学習室１・２
【相談員】
　宅地建物取引士・税理士・司法書
士・土地家屋調査士・不動産鑑定士・
建築士や建設業の専門家・市職員
【問い合わせ】
　空き家対策室
　☎ 22-9676　℻  22-9641 

ワンストップ空き家相談会

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　 kikikanri@city.iga.lg.jp

※右の２次元コードを読
み込んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。
http://www.anshin-bousai.net/iga/

「あんしん・防災ねっと」
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　カットされた木材を使って素敵な
雑貨を作りませんか。
【と　き】　３月 20日㈯
　午前 10時～ 11時
【ところ】
　大山田公民館　研修室
【講　師】
　三重県建設労働組合上野支部会員
【対象者】　市内在住・在勤の人（小
学生以下は保護者同伴）
【持ち物】
　軍手、筆記用具
※作業しやすい服装でお越しください。
【定　員】
　先着 10人
【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記まで。
【申込期間】
　２月 10日㈬～３月 10日㈬
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131
　 ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

　伊賀市にはたくさんの外国出身の
人が住んでいます。中でも、ベトナ
ム人は 1,000 人を超えており外国
人住民の約 20％を占めています。
日本人やベトナム人が互いを理解し
て暮らすために、ベトナムの文化や
日本での生活などについて、学んで
みませんか。
【と　き】
　２月 28日㈰　午前 10時～正午
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階調理実習室
【定　員】　先着 15人
【申込方法】
　電話、ファックス、Eメール
【申込期限】　２月 22日㈪
【申込先・問い合わせ】
　伊賀市国際交流協会事務局
　☎ 070-4455-4900　
　℻  22-9631
　 mie-iifa@ict.jp

【と　き】　３月３日㈬・17日㈬
　午後１時 30分～３時
【ところ】
　伊賀市シルバーワークプラザ
　２階（西明寺 2782-92）
【内　容】
○３日：レース編みで作るレジ袋
ケース・ちりめんで作るチュー
リップ
○ 17 日：レース編みで作るアマビ
エ人形

【対象者】
　市内在住の 60歳以上の人
【料　金】　１回 500円（材料費）
【持ち物】　かぎ針（レース用２号か
ら３号）、簡単な裁縫セット
【定　員】　１回 10人
※申込多数の場合は抽選。
【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記まで。
【申込期間】
　２月８日㈪～ 17日㈬
【申込先・問い合わせ】
　（公社）伊賀市シルバー人材センター
　☎ 24-5800　℻  23-2040

　樹木に関する基礎知識や道具の取
扱方法などを実習を通じて習得しま
せんか。
【と　き】　２月 27日㈯
　午前９時～午後４時
※雨天の場合：３月７日㈰
【ところ】
○受付・講義：伊賀市シルバーワー
　クプラザ　２階
　（西明寺 2782-92）
○実習場所：伊賀白鳳高等学校
【対象者】
　市内在住の 55歳以上の人
【定　員】　20人
※申込多数の場合は抽選。
【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記まで。
【申込期間】　２月８日㈪～ 15日㈪
【申込先・問い合わせ】
　（公社）伊賀市シルバー人材センター
　☎ 24-5800　℻  23-2040

　職場や地域などで、自分の思いを
実現するための交渉の手法につい
て、ワークショップを通して学びま
せんか。
【と　き】　３月 18日㈭
　午後７時～９時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
○テーマ：思いを形にする交渉術
○講師：NPO法人C

コ

o.t
ト

o.h
ハ ナ

ana
　代表　西川　亮さん
【対象者】
　市内在住・在勤の女性
【定　員】
　先着 15人
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号を下記まで。
【申込受付開始日】
　２月８日㈪
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

木工教室

ベトナムのことを紹介します

手芸教室

剪定講習会

女性のための
エンパワメント講座

　三重県が設置する出逢い支援の拠
点「みえ出逢いサポートセンター」
の出張相談会です。出逢いや結婚に
関する悩みなど、お気軽にご相談く
ださい。
【と　き】　３月 14日㈰・15日㈪
　午前 10時～午後３時
【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階ミーティングルーム
【対象者】
○結婚を希望する独身者
○子の結婚について悩みのある親
○従業員の結婚を応援したい企業の
担当者
○婚活イベントを企画したい団体　
など
【定　員】
　各日８組　１組 30分程度
※予約優先
【申込方法】　電話
【申込期限】　３月 12日㈮まで
【申込先・問い合わせ】
　みえ出逢いサポートセンター
　☎ 059-355-1322
【問い合わせ】※当日のみ
　こども未来課
　☎ 22-9665

みえ出逢いサポートセンター
出張相談会 in 伊賀

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【と　き】　３月９日㈫
　午前の部：午前10 時～11時 30 分
　午後の部：午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】　離乳食前期（１～２回食）
の話・離乳食の調理
【持ち物】　母子手帳・筆記用具・エ
プロン・三角巾・手ふきタオル
【定　員】　各回先着３人
【申込方法】　住所・参加する保護者
と子どもの氏名・生年月日・電話番
号を下記まで。
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込受付開始日】　２月 17日㈬
【申込先・問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

【と　き】　３月６日㈯
○午前９時 30分～ 10時 30分
○午前 11時～正午
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　妊婦体験・沐浴体験・妊婦相談・
育児相談など
【対象者】
　妊婦とその家族（夫・母など）
【定　員】　各回先着８組
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号・出産予定
日・同伴者の有無を下記まで。
【申込期間】
　２月８日㈪～３月５日㈮
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　ユネスコ無形文化遺産に登録され
ている「上野天神祭のダンジリ行事」
で奏でられるお囃

はや

子
し

の体験会を行い
ます。
【と　き】　２月 28日㈰
　午後１時 30分～３時
【ところ】
　上野西部地区市民センター
　２階ホール
【対象者】　小学生とその保護者
【定　員】　10組
※申込者多数の場合は抽選。
【申込方法】　住所・氏名・電話番号
を下記まで。市ホームページからも
申し込めます。
【申込期限】　２月 12日㈮
【申込先】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692
【問い合わせ】
　文化財課　
　☎ 22-9678　℻  22-9667

【と　き】　３月６日㈯　※２回公演
○午前の部：午前 10 時 30 分～
11時 30分

　（開場：午前 10時 15分）
○午後の部：午後２時～３時
　（開場：午後１時 45分）
【ところ】　ゆめぽりすセンター
　２階大会議室
【内　容】　人形劇団「むすび座」公演
○金のがちょう
○せんたくかあちゃん
【対象者】
　未就学児～小学校低学年の子ども
とその保護者
【定　員】
　親子 50組（午前・午後各 25組）
※申込者多数の場合は、抽選し結果
を全員に通知します。

【申込期間】
　２月５日㈮～ 18日㈭
【申込方法】　申込書に必要事項を記
入し下記まで。市ホームページから
も申し込めます。
【申込先・問い合わせ】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

離乳食教室

ウェルカムベビー教室

上野天神祭のダンジリ行事
お囃子演奏体験

青少年健全育成推進大会

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　２月 16日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】
　本庁舎　２階会議室 202
【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　
【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp

　「空き家を持っているけど、将来
どうしたらいいかわからなくて不
安」、「空き家を他の人に売ったり貸
したりしたい」、「相続トラブルがあ
り、実家が空き家になったままで誰
に相談したらいいかわからない」な
ど、空き家に関する悩みを各分野の
専門家に無料で相談できます。
【と　き】
　２月 27日㈯　午後１時～４時
（受付：午後０時30分～３時30分）
【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階学習室１・２
【相談員】
　宅地建物取引士・税理士・司法書
士・土地家屋調査士・不動産鑑定士・
建築士や建設業の専門家・市職員
【問い合わせ】
　空き家対策室
　☎ 22-9676　℻  22-9641 

ワンストップ空き家相談会

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　 kikikanri@city.iga.lg.jp

※右の２次元コードを読
み込んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。
http://www.anshin-bousai.net/iga/

「あんしん・防災ねっと」
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

【と　き】
　２月 15日㈪～３月 21日㈰
※プログラムにより異なります。
【ところ】　市内
【内　容】
　桃の節句にちなんだオリジナルス
イーツが楽しめます。
　いがぶら公式サイトや電話で予約
し、開催日に各店でテイクアウトや
イートインをお楽しみください。
　詳しくは、いがぶら公式サイトを
ご覧ください。
※新型コロナウイルス感染症対策を
行い、完全予約制で開催します。

【料金・定員】
　プログラムごとに設定
【申込方法】
　専用ウェブページ（いがぶら公式
サイト）や電話にて
【申込受付開始日】　２月１日㈪
【問い合わせ】
○いがぶら実行委員会事務局
　㈱まちづくり伊賀上野
　☎ 51-9088
○観光戦略課
　☎ 22-9670　℻   22-9695

春のいがぶら
“桃の節句のスイーツ巡り”

　初瀬街道交流の館たわらやで保存
展示している参宮講看板（三重県
指定有形民俗文化財）を特別展示し
ます。
【と　き】　３月３日㈬～ 10日㈬
　午前 10時～午後５時
※月曜日休館
【ところ】　青山図書室
【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211

初瀬街道 参宮講看板展

伊賀市文化振興プラン中間案
　市の文化芸術振興を進めるための
具体的な計画として、「伊賀市文化
振興プラン」の策定を進めています。
　この計画の中間案に対するご意見
を募集します。
【閲覧場所】
○本庁舎　１階ロビー
○文化交流課（芭蕉翁記念館内）
○各支所振興課
○各地区市民センター
○市ホームページ
【提出方法】
　住所・氏名・電話番号・件名・該
当箇所とそれに対する意見を明記の
上、下記まで。
※提出いただいたご意見は、計画策
定の参考資料とし、市ホームペー
ジなどで公表します。

※個別の回答は行わず、いただいた
ご意見は返却しません。

【受付期限】
　２月 22日㈪　※必着
【提出先・問い合わせ】
　文化交流課
　☎ 22-9621　℻   22-9619
　 bunka@city.iga.lg.jp
※持参の場合、各支所振興課、本庁
舎１階総合受付でも受け付けます。

パブリックコメント
（ご意見）募集

【掲載料】
　１枠（縦５㎝×横９㎝）：２万円
【申込期限】
　発行日2カ月前
【問い合わせ】
　広聴情報課
　☎ 22-9636
　℻  22-9617

「広報いが」広告募集中

　

●２月 26日㈮
　午前 10時～正午
　午後１時 30分～４時
　本庁舎　１階ロビー
●３月７日㈰
　午前 10時～正午
　午後１時 30分～４時
　アピタ伊賀上野店
【問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653
　℻   22-9666

献血のご案内

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続き
や、気になることなど、
気軽にお問い合わせく
ださい。

子育て何でも問い合わせ窓口

　広報いが・行政情報番組
（ウィークリー伊賀市・文字放
送）について、ご意見・ご提案
をお聞かせください。
【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

ご意見をお聞かせください

　市では、消防団員・女性消防団員・
支援団員を募集しています。詳しく
はお問い合わせください。
【入団資格】
　市内在住で 18歳以上の人
【活動内容】
○火災発生時の消火活動
○地震・風水害などの大規模災害で
の救出・救助活動
○災害危険箇所の警戒巡視
○防火・防災啓発活動　など
【問い合わせ】
　消防本部地域防災課
　☎ 24-9115　℻  24-9111

伊賀市消防団員募集

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【と　き】
○３月６日㈯
　午前 10時～午後５時
○３月７日㈰
　午前９時 30分～午後４時
【ところ】　ハイトピア伊賀５階　
　多目的大研修室、学習室 1・2、
　ギャラリー
【内　容】
○展示部門：絵画・書・伊勢型紙・
切手・盆栽・生花・陶芸・絵手紙
など
○舞台部門：詩吟・民謡・マジック・
演劇・大正琴・ダンス・合唱・尺
八・オカリナなど

【問い合わせ】
　上野公民館
　☎ 22-9679　℻  22-9692

【と　き】
○２月 20日㈯
　午前９時～午後５時
○２月 21日㈰
　午前９時～午後３時
【ところ】
　大山田 B&G海洋センター
【内　容】　絵画・書・彫塑・手工芸・
生け花などの展示
【問い合わせ】
　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131

サークルまつり

第36回大山田芸術文化祭
（展覧会）

　このシールを貼っている人が
困っていたら、正面か
らやさしく声をかけて
ください。
【問い合わせ】　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻  26-3950

「見守り安心シール」を
ご存じですか？

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「同和問題」
　「LGBT　性的マイノリティの人権」
【と　き】
　２月１日㈪～ 25日㈭
【ところ】　本庁舎　３階
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

◆寺田市民館　じんけんパネル展
　「世界人権宣言」
【と　き】
　２月１日㈪～ 25日㈭
※開館延長日　９日㈫・16日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728

◆青山公民館　人権啓発パネル展
　「全国中学生人権作文コンテスト
優秀作品パネル展示②」
【と　き】
　２月２日㈫～３月 31日㈬
【ところ】　青山公民館　１階ロビー
【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211

◆いがまち人権パネル展
　「2020年度いがまち人権センター
の活動紹介」
【と　き】
　２月 12日㈮～３月 31日㈬
※開館延長日　18日㈭・25日㈭
【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

人権啓発パネル展

【と　き】
　２月 17日㈬　午後１時～４時
【ところ】
　本庁舎　2階相談室 3
【定　員】　先着 6人
【申込方法】　電話
【申込期限】
　２月 16日㈫　午後 5時
※次回の開催は４月 21日㈬です。
【申込先・問い合わせ】
　日本司法支援センター
　三重地方事務所（法テラス）
　☎ 050-3383-5470

法テラス法律相談会

【と　き】　２月 19日㈮
　午後 2時～ 5時
　（受付：午後１時 30分～）
【ところ】　ヒルホテルサンピア伊賀 
4 階白鳳の間（西明寺 2756-104）
【基調講演】
○演題：新型コロナウイルス感染症
について
○講師：三重大学大学院医学系研究科
　教授　野阪　哲哉さん
【講演１】
○演題：ポストコロナ時代の経済
○講師：三重大学名誉教授
　渡邊　明さん
【講演２】
○演題：ポストコロナ時代を見据え
た企業の活動
○講師：サラヤ㈱　常務取締役
　吉田　葉子さん
【報　告】
　上高みらい探究実践報告
　上野高等学校１年生
【定　員】　先着 80人
【申込方法】　住所・氏名・電話番号・
勤務先または職種を下記まで。
【申込期限】　２月 12日㈮
【申込先・問い合わせ】
　三重大学伊賀サテライト
　伊賀研究拠点
　☎ 41-1071　℻  41-1062
　 iga-kyoten@crc.mie-u.ac.jp
【問い合わせ】　商工労働課
　☎ 22-9669　℻  22-9695

第 19回三重大学発産学官
連携セミナー in 伊賀

【と　き】　３月 12日㈮
　午後７時 30分～９時
【ところ】
　いがまち人権センター　ホール
【内　容】
○演題：現在の部落差別及び社会に
残る諸差別の実態（仮題）
○講師：神奈川大学人間科学部非常
勤講師　高　史明さん
※収容人数に制限があります。会場
が満席の場合、テレビ中継による
リモート会場に案内します。

【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

いがまち人権センター
第４回解放講座
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

【と　き】
　２月 15日㈪～３月 21日㈰
※プログラムにより異なります。
【ところ】　市内
【内　容】
　桃の節句にちなんだオリジナルス
イーツが楽しめます。
　いがぶら公式サイトや電話で予約
し、開催日に各店でテイクアウトや
イートインをお楽しみください。
　詳しくは、いがぶら公式サイトを
ご覧ください。
※新型コロナウイルス感染症対策を
行い、完全予約制で開催します。

【料金・定員】
　プログラムごとに設定
【申込方法】
　専用ウェブページ（いがぶら公式
サイト）や電話にて
【申込受付開始日】　２月１日㈪
【問い合わせ】
○いがぶら実行委員会事務局
　㈱まちづくり伊賀上野
　☎ 51-9088
○観光戦略課
　☎ 22-9670　℻   22-9695

春のいがぶら
“桃の節句のスイーツ巡り”

　初瀬街道交流の館たわらやで保存
展示している参宮講看板（三重県
指定有形民俗文化財）を特別展示し
ます。
【と　き】　３月３日㈬～ 10日㈬
　午前 10時～午後５時
※月曜日休館
【ところ】　青山図書室
【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211

初瀬街道 参宮講看板展

伊賀市文化振興プラン中間案
　市の文化芸術振興を進めるための
具体的な計画として、「伊賀市文化
振興プラン」の策定を進めています。
　この計画の中間案に対するご意見
を募集します。
【閲覧場所】
○本庁舎　１階ロビー
○文化交流課（芭蕉翁記念館内）
○各支所振興課
○各地区市民センター
○市ホームページ
【提出方法】
　住所・氏名・電話番号・件名・該
当箇所とそれに対する意見を明記の
上、下記まで。
※提出いただいたご意見は、計画策
定の参考資料とし、市ホームペー
ジなどで公表します。
※個別の回答は行わず、いただいた
ご意見は返却しません。

【受付期限】
　２月 22日㈪　※必着
【提出先・問い合わせ】
　文化交流課
　☎ 22-9621　℻   22-9619
　 bunka@city.iga.lg.jp
※持参の場合、各支所振興課、本庁
舎１階総合受付でも受け付けます。

パブリックコメント
（ご意見）募集

【掲載料】
　１枠（縦５㎝×横９㎝）：２万円
【申込期限】
　発行日2カ月前
【問い合わせ】
　広聴情報課
　☎ 22-9636
　℻  22-9617

「広報いが」広告募集中

　

●２月 26日㈮
　午前 10時～正午
　午後１時 30分～４時
　本庁舎　１階ロビー
●３月７日㈰
　午前 10時～正午
　午後１時 30分～４時
　アピタ伊賀上野店
【問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653
　℻   22-9666

献血のご案内

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続き
や、気になることなど、
気軽にお問い合わせく
ださい。

子育て何でも問い合わせ窓口

　広報いが・行政情報番組
（ウィークリー伊賀市・文字放
送）について、ご意見・ご提案
をお聞かせください。
【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

ご意見をお聞かせください

　市では、消防団員・女性消防団員・
支援団員を募集しています。詳しく
はお問い合わせください。
【入団資格】
　市内在住で 18歳以上の人
【活動内容】
○火災発生時の消火活動
○地震・風水害などの大規模災害で
の救出・救助活動
○災害危険箇所の警戒巡視
○防火・防災啓発活動　など
【問い合わせ】
　消防本部地域防災課
　☎ 24-9115　℻  24-9111

伊賀市消防団員募集

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【と　き】
○３月６日㈯
　午前 10時～午後５時
○３月７日㈰
　午前９時 30分～午後４時
【ところ】　ハイトピア伊賀５階　
　多目的大研修室、学習室 1・2、
　ギャラリー
【内　容】
○展示部門：絵画・書・伊勢型紙・
切手・盆栽・生花・陶芸・絵手紙
など

○舞台部門：詩吟・民謡・マジック・
演劇・大正琴・ダンス・合唱・尺
八・オカリナなど

【問い合わせ】
　上野公民館
　☎ 22-9679　℻  22-9692

【と　き】
○２月 20日㈯
　午前９時～午後５時
○２月 21日㈰
　午前９時～午後３時
【ところ】
　大山田 B&G海洋センター
【内　容】　絵画・書・彫塑・手工芸・
生け花などの展示
【問い合わせ】
　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131

サークルまつり

第36回大山田芸術文化祭
（展覧会）

　このシールを貼っている人が
困っていたら、正面か
らやさしく声をかけて
ください。
【問い合わせ】　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻  26-3950

「見守り安心シール」を
ご存じですか？

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「同和問題」
　「LGBT　性的マイノリティの人権」
【と　き】
　２月１日㈪～ 25日㈭
【ところ】　本庁舎　３階
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

◆寺田市民館　じんけんパネル展
　「世界人権宣言」
【と　き】
　２月１日㈪～ 25日㈭
※開館延長日　９日㈫・16日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728

◆青山公民館　人権啓発パネル展
　「全国中学生人権作文コンテスト
優秀作品パネル展示②」
【と　き】
　２月２日㈫～３月 31日㈬
【ところ】　青山公民館　１階ロビー
【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211

◆いがまち人権パネル展
　「2020年度いがまち人権センター
の活動紹介」
【と　き】
　２月 12日㈮～３月 31日㈬
※開館延長日　18日㈭・25日㈭
【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

人権啓発パネル展

【と　き】
　２月 17日㈬　午後１時～４時
【ところ】
　本庁舎　2階相談室 3
【定　員】　先着 6人
【申込方法】　電話
【申込期限】
　２月 16日㈫　午後 5時
※次回の開催は４月 21日㈬です。
【申込先・問い合わせ】
　日本司法支援センター
　三重地方事務所（法テラス）
　☎ 050-3383-5470

法テラス法律相談会

【と　き】　２月 19日㈮
　午後 2時～ 5時
　（受付：午後１時 30分～）
【ところ】　ヒルホテルサンピア伊賀 
4 階白鳳の間（西明寺 2756-104）
【基調講演】
○演題：新型コロナウイルス感染症
について

○講師：三重大学大学院医学系研究科
　教授　野阪　哲哉さん
【講演１】
○演題：ポストコロナ時代の経済
○講師：三重大学名誉教授
　渡邊　明さん
【講演２】
○演題：ポストコロナ時代を見据え
た企業の活動

○講師：サラヤ㈱　常務取締役
　吉田　葉子さん
【報　告】
　上高みらい探究実践報告
　上野高等学校１年生
【定　員】　先着 80人
【申込方法】　住所・氏名・電話番号・
勤務先または職種を下記まで。
【申込期限】　２月 12日㈮
【申込先・問い合わせ】
　三重大学伊賀サテライト
　伊賀研究拠点
　☎ 41-1071　℻  41-1062
　 iga-kyoten@crc.mie-u.ac.jp
【問い合わせ】　商工労働課
　☎ 22-9669　℻  22-9695

第 19回三重大学発産学官
連携セミナー in 伊賀

【と　き】　３月 12日㈮
　午後７時 30分～９時
【ところ】
　いがまち人権センター　ホール
【内　容】
○演題：現在の部落差別及び社会に
残る諸差別の実態（仮題）

○講師：神奈川大学人間科学部非常
勤講師　高　史明さん

※収容人数に制限があります。会場
が満席の場合、テレビ中継による
リモート会場に案内します。

【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

いがまち人権センター
第４回解放講座
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　 19ページの答え　
④ 33年
　本堂、楼門、本尊十一面観音は、
それぞれ、国の重要文化財に指
定され、２月 11 日、12 日の修
正会は県の無形民俗文化財に指
定されています。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

【義援金総額】　※ 12月末現在
○東日本大震災
　64,637,916 円
○熊本地震災害
　632,011 円
○平成 29年 7月 5日からの大雨災害
　62,809 円
○バングラデシュ南部避難民
　56,372 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　307,213 円
○令和元年台風第 19号災害
　157,913 円
○令和 2年 7月豪雨災害　 
　281,561 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金　受け入れ状況

　「全国瞬時警報システム（Jアラー
ト）」の訓練のため、市内一斉に試
験放送します。
【と　き】
　２月 17日㈬　午前 11時
【放送内容】　チャイムのあとに次の
音声が流れます。
　「これは Jアラートのテストです。」
×３
　「こちらは広報伊賀です。」
【問い合わせ】
　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444

防災行政無線の試験放送

　上野運動公園プール跡地に、クレ
イ舗装の多目的グラウンドを整備し
ました。ぜひご利用ください。
【利用開始日】　４月１日㈭
【予約受付開始日】　２月１日㈪
【予約受付・問い合わせ】
　スポーツ振興課
　☎ 22-9635　℻  22-9694
※４月１日以降は、予約先が変更に
なります。

◆防火標語
　その火事を防ぐあなたに金メダル
【と　き】　３月１日㈪～７日㈰
　建物火災の大半を住宅火災が占め
ており、ちょっとした気の緩みや不
注意により、春先でも、コンロやス
トーブが原因の火災が多発します。
　コンロやストーブの近くに燃えや
すいものを置かない、コンロから離
れるときは火を消す、ストーブの火
をつけたまま給油しないなどを守り
ましょう。
【問い合わせ】
　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻  24-9111

上野運動公園多目的グラウンドを
ご利用ください

春季全国火災予防運動

　３月１日㈪から多文化共生セン
ターが移転します。現在の事務所は、
２月 26 日㈮までとなり、２月 28
日㈰は、移転作業のため閉所します。
【移転先】
　ハイトピア伊賀　４階
※新型コロナウイルス感染症対策の
ため、来所する場合は事前予約を
お願いします。

【問い合わせ】
　市民生活課
　☎ 22-9702　℻  22-9641

多文化共生センター移転

　９月 25 日
から 10 月４
日に開催する
三重とこわか
国体伊賀市開
催競技会の趣
旨に賛同し、
協賛いただけ
る企業・団体などを募集しています。
【協賛物品の例】
○啓発用：のぼり旗、横断幕、ティッ
シュ、ボールペン
○おもてなし用：飲料水、特産品、
参加者記念品
○歓迎装飾用：のぼり旗、看板、タ
ペストリー
○競技会用：スタッフ被服（服飾、
帽子など）、資料袋
○開催準備用：自動車やパソコンの
貸与

【協賛の特典】
○協賛物品に協賛者の名称を明記す
ることができます。
○協賛企業・団体などを市実行委員
会ホームページなどで紹介します。

【申込方法】
　協賛の意向がある場合や詳細が知
りたい場合は、企業・団体名、連絡
先、担当者を下記まで。
【申込期限】
　大会終了まで
【申込先・問い合わせ】
　三重とこわか国体伊賀市実行委員
会事務局（国体推進課内）
　☎ 43-9100　℻  43-9102
　 kokutai@city.iga.lg.jp

三重とこわか国体協賛募集
～みんなで応援しましょう～

最新の放送内容を
視聴できるほか、
過去の放送分も視
聴できます。

【問い合わせ】
　広聴情報課
　☎ 22-9636
　℻  22-9617

行政だより「ウィークリー伊賀市」
市公式Youtubeチャンネルで配信中！

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　　お薬手帳を1冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心

　毎年、伊賀市で発生する火災の約
半分を枯草を焼却したことによる火
災が占めています。燃え広がったと
きのために水を入れたバケツや、水
道ホースの準備をしていても、炎は
予想以上のペースで燃え広がってい
き、消せなかったというケースが多
くあります。
　野外での焼却行為は、法律で原則
禁止されています。
　公益上または習慣上など、やむを
得ず枯草を焼却する場合は、次のこ
とに注意してください。
○野外焼却をする前に、消防署へ事
前に届け出をする。
○枯草に直接火入れをせず、刈り
取った草を集めて安全な場所で焼
却する。
○火が燃え広がらないように最後ま
で監視する。
○風の強い日や空気の乾燥している
時は、絶対にしない。
○火から離れるときは、きちんと消
火する。
○火災に備えて消防への連絡体制を
確保する。

【問い合わせ】
　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻  24-9111

【募集人数】
　若干名
【任　期】
　４月１日～令和４年３月 31日
【勤務時間】
　１日６時間　週５日勤務
（勤務所属により変更になる場合が
あります。）
【報　酬】　基本月額 116,502 円
（勤務時間により変動します。）
【応募方法】　選考採用申込書を提出
（持参・郵送）
【応募期限】
　採用予定者数に達し次第、受付を
終了します。
（随時市ホームページに掲載します。）
【採用について】
　合格者は、令和３年度の採用候補
者名簿に登載され、順次採用内定し
ます。合格者は採用予定者数より多
く決定する場合があるため、採用候
補者名簿に登載されても採用されな
い場合があります。

【その他の職種の募集】
　教育支援員、教育活動サポー
ター、給食調理員、保育士、幼稚
園教諭、地区市民センター職員、
スクールバス運転手、医師事務補
助員、看護師などの募集も行って
います。各職種の募集人数や業務
内容、勤務条件などは、市ホーム
ページまたはハローワークの求人
をご覧ください。

【応募先・問い合わせ】　人事課
　☎ 22-9605　℻  22-9742

　９月から販売した「伊賀市プレミ
アム付き商品券」の使用期限が迫っ
ています。期限を過ぎると一切使え
なくなります。必ず期限までにご使
用ください。
【使用期限】
　令和３年２月 28日㈰
【問い合わせ】
○伊賀市プレミアム付商品券実行委
員会事務局（上野商工会議所内）
　☎ 21-0527　℻  24-3857
○商工労働課
　☎ 22-9669　℻  22-9695

　市では、事業で利用・活用する見
込みがない土地などを、一般競争入
札などの方法により売却・貸付して
います。最新の物件情報は、市ホー
ムページをご覧ください。
【問い合わせ】
　管財課
　☎ 22-9610　℻  24-2440

枯草火災の防止 会計年度任用職員
（一般事務補助員）募集

伊賀市プレミアム付き商品券の
使用期限が迫っています

市有地の売払い・
一時貸付物件

　市の施設に自動販売機を設置する
事業者の一般競争入札を行います。
詳しくは、お問い合わせいただくか、
市ホームページをご覧ください。
【対象施設】（８物件）
　斎苑・上下水道部事務所・市民農
園管理施設・浄化センター・西柘植
地区市民センター・伊賀消防署（２
カ所）・伊賀消防署西分署
【設置期間】
　４月１日から１年間（最長５年）
【入札日】
　３月３日㈬
【問い合わせ】
　管財課
　☎ 22-9610　℻  24-2440

自動販売機設置事業者

　システム改修作業のため、次の期
間は、コンビニエンスストアの店内
にあるマルチコピー機で住民票の写
しなどが取得できるサービスを休止
します。
【休止期間】
　２月９日㈫　午後５時～終日
　ご利用の皆さんには大変ご迷惑を
おかけしますが、ご理解、ご協力を
お願いします。
【問い合わせ】　戸籍住民課
　☎ 22-9645　℻   22-9643

コンビニ交付サービスの
休止

　市政情報をお伝えしています。
　ケーブルテレビ17チャンネル
（青山は204チャンネル）・地上
デジタル放送121チャンネルで
放送中です。
　番組表は、各支所（上野支所を
除く。）・各子育て支援センターで
配布しているほか、
右の２次元コード
からもご確認いた
だけます。

行政だより
「ウィークリー伊賀市」
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　 19ページの答え　
④ 33年
　本堂、楼門、本尊十一面観音は、
それぞれ、国の重要文化財に指
定され、２月 11 日、12 日の修
正会は県の無形民俗文化財に指
定されています。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

【義援金総額】　※ 12月末現在
○東日本大震災
　64,637,916 円
○熊本地震災害
　632,011 円
○平成 29年 7月 5日からの大雨災害
　62,809 円
○バングラデシュ南部避難民
　56,372 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　307,213 円
○令和元年台風第 19号災害
　157,913 円
○令和 2年 7月豪雨災害　 
　281,561 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金　受け入れ状況

　「全国瞬時警報システム（Jアラー
ト）」の訓練のため、市内一斉に試
験放送します。
【と　き】
　２月 17日㈬　午前 11時
【放送内容】　チャイムのあとに次の
音声が流れます。
　「これは Jアラートのテストです。」
×３
　「こちらは広報伊賀です。」
【問い合わせ】
　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444

防災行政無線の試験放送

　上野運動公園プール跡地に、クレ
イ舗装の多目的グラウンドを整備し
ました。ぜひご利用ください。
【利用開始日】　４月１日㈭
【予約受付開始日】　２月１日㈪
【予約受付・問い合わせ】
　スポーツ振興課
　☎ 22-9635　℻  22-9694
※４月１日以降は、予約先が変更に
なります。

◆防火標語
　その火事を防ぐあなたに金メダル
【と　き】　３月１日㈪～７日㈰
　建物火災の大半を住宅火災が占め
ており、ちょっとした気の緩みや不
注意により、春先でも、コンロやス
トーブが原因の火災が多発します。
　コンロやストーブの近くに燃えや
すいものを置かない、コンロから離
れるときは火を消す、ストーブの火
をつけたまま給油しないなどを守り
ましょう。
【問い合わせ】
　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻  24-9111

上野運動公園多目的グラウンドを
ご利用ください

春季全国火災予防運動

　３月１日㈪から多文化共生セン
ターが移転します。現在の事務所は、
２月 26 日㈮までとなり、２月 28
日㈰は、移転作業のため閉所します。
【移転先】
　ハイトピア伊賀　４階
※新型コロナウイルス感染症対策の
ため、来所する場合は事前予約を
お願いします。

【問い合わせ】
　市民生活課
　☎ 22-9702　℻  22-9641

多文化共生センター移転

　９月 25 日
から 10 月４
日に開催する
三重とこわか
国体伊賀市開
催競技会の趣
旨に賛同し、
協賛いただけ
る企業・団体などを募集しています。
【協賛物品の例】
○啓発用：のぼり旗、横断幕、ティッ
シュ、ボールペン
○おもてなし用：飲料水、特産品、
参加者記念品
○歓迎装飾用：のぼり旗、看板、タ
ペストリー
○競技会用：スタッフ被服（服飾、
帽子など）、資料袋
○開催準備用：自動車やパソコンの
貸与

【協賛の特典】
○協賛物品に協賛者の名称を明記す
ることができます。
○協賛企業・団体などを市実行委員
会ホームページなどで紹介します。

【申込方法】
　協賛の意向がある場合や詳細が知
りたい場合は、企業・団体名、連絡
先、担当者を下記まで。
【申込期限】
　大会終了まで
【申込先・問い合わせ】
　三重とこわか国体伊賀市実行委員
会事務局（国体推進課内）
　☎ 43-9100　℻  43-9102
　 kokutai@city.iga.lg.jp

三重とこわか国体協賛募集
～みんなで応援しましょう～

最新の放送内容を
視聴できるほか、
過去の放送分も視
聴できます。

【問い合わせ】
　広聴情報課
　☎ 22-9636
　℻  22-9617

行政だより「ウィークリー伊賀市」
市公式Youtubeチャンネルで配信中！

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　　お薬手帳を1冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心

　毎年、伊賀市で発生する火災の約
半分を枯草を焼却したことによる火
災が占めています。燃え広がったと
きのために水を入れたバケツや、水
道ホースの準備をしていても、炎は
予想以上のペースで燃え広がってい
き、消せなかったというケースが多
くあります。
　野外での焼却行為は、法律で原則
禁止されています。
　公益上または習慣上など、やむを
得ず枯草を焼却する場合は、次のこ
とに注意してください。
○野外焼却をする前に、消防署へ事
前に届け出をする。

○枯草に直接火入れをせず、刈り
取った草を集めて安全な場所で焼
却する。

○火が燃え広がらないように最後ま
で監視する。

○風の強い日や空気の乾燥している
時は、絶対にしない。

○火から離れるときは、きちんと消
火する。

○火災に備えて消防への連絡体制を
確保する。

【問い合わせ】
　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻  24-9111

【募集人数】
　若干名
【任　期】
　４月１日～令和４年３月 31日
【勤務時間】
　１日６時間　週５日勤務
（勤務所属により変更になる場合が
あります。）
【報　酬】　基本月額 116,502 円
（勤務時間により変動します。）
【応募方法】　選考採用申込書を提出
（持参・郵送）
【応募期限】
　採用予定者数に達し次第、受付を
終了します。
（随時市ホームページに掲載します。）
【採用について】
　合格者は、令和３年度の採用候補
者名簿に登載され、順次採用内定し
ます。合格者は採用予定者数より多
く決定する場合があるため、採用候
補者名簿に登載されても採用されな
い場合があります。

【その他の職種の募集】
　教育支援員、教育活動サポー
ター、給食調理員、保育士、幼稚
園教諭、地区市民センター職員、
スクールバス運転手、医師事務補
助員、看護師などの募集も行って
います。各職種の募集人数や業務
内容、勤務条件などは、市ホーム
ページまたはハローワークの求人
をご覧ください。

【応募先・問い合わせ】　人事課
　☎ 22-9605　℻  22-9742

　９月から販売した「伊賀市プレミ
アム付き商品券」の使用期限が迫っ
ています。期限を過ぎると一切使え
なくなります。必ず期限までにご使
用ください。
【使用期限】
　令和３年２月 28日㈰
【問い合わせ】
○伊賀市プレミアム付商品券実行委
員会事務局（上野商工会議所内）

　☎ 21-0527　℻  24-3857
○商工労働課
　☎ 22-9669　℻  22-9695

　市では、事業で利用・活用する見
込みがない土地などを、一般競争入
札などの方法により売却・貸付して
います。最新の物件情報は、市ホー
ムページをご覧ください。
【問い合わせ】
　管財課
　☎ 22-9610　℻  24-2440

枯草火災の防止 会計年度任用職員
（一般事務補助員）募集

伊賀市プレミアム付き商品券の
使用期限が迫っています

市有地の売払い・
一時貸付物件

　市の施設に自動販売機を設置する
事業者の一般競争入札を行います。
詳しくは、お問い合わせいただくか、
市ホームページをご覧ください。
【対象施設】（８物件）
　斎苑・上下水道部事務所・市民農
園管理施設・浄化センター・西柘植
地区市民センター・伊賀消防署（２
カ所）・伊賀消防署西分署
【設置期間】
　４月１日から１年間（最長５年）
【入札日】
　３月３日㈬
【問い合わせ】
　管財課
　☎ 22-9610　℻  24-2440

自動販売機設置事業者

　システム改修作業のため、次の期
間は、コンビニエンスストアの店内
にあるマルチコピー機で住民票の写
しなどが取得できるサービスを休止
します。
【休止期間】
　２月９日㈫　午後５時～終日
　ご利用の皆さんには大変ご迷惑を
おかけしますが、ご理解、ご協力を
お願いします。
【問い合わせ】　戸籍住民課
　☎ 22-9645　℻   22-9643

コンビニ交付サービスの
休止

　市政情報をお伝えしています。
　ケーブルテレビ17チャンネル
（青山は204チャンネル）・地上
デジタル放送121チャンネルで
放送中です。
　番組表は、各支所（上野支所を
除く。）・各子育て支援センターで
配布しているほか、
右の２次元コード
からもご確認いた
だけます。

行政だより
「ウィークリー伊賀市」
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　市民の皆さんに上野総合市民病院の現状を知って
いただくため、新しいコーナーを始めます。
　今回は令和元年度の当院に関するさまざまな数字
を通じて、診療の状況をお伝えします。

　これらの数字が少ないほど、市民が健康とは言い
切れません。老化とともに生活習慣病などの疾患を
かかえる可能性が高くなりますので、重症化予防の
ために早期発見、早期治療が望まれます。

　気になる症状がある場合は早
めの受診を心がけてください。

　二次救急を担う救急外来では、迅速に診察と検査
を行い、正しい診断と、適切な治療に努めています。
また、より高度な医療が必要と判断した場合、三次
救急を担う救命救急センターや大学病院へ搬送し、
適切な治療が受けられるよう連携をとっています。
　今後も市民の皆さんの安全・安心のために、あら
ゆる救急ニーズに対応する地域のセーフティネット
をめざします。

（上野総合市民病院　院長　田中　光司）

トピックス

　１年間に外来受診した延べ患者数です。１日
平均 190人外来受診したことになります。

69,260 人

71,826 人

　１年間に入院した延べ患者数です。１日平均
197人入院したことになります。

　１年間に救急科を受診した人のうち、救急車
で当院へ搬送された患者数です。１日平均３人
搬送されたことになります。

1,016 人

2,961 人

　１年間に救急科を受診した患者数です。１日
平均８人受診したことになります。

上野総合市民病院の数字
今月号から

スタート
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不法投棄された家電製品など (市内 )
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ん
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不
法
投
棄

３月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

常時開設相談 ※相談時間などはお問い合わせください。

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。
　（年度内１回のみ）

11日㈭
13:00 ～ 16:30 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
3/4　8：30～受付

※先着６人
22-9638 

23 日㈫
市民生活課

3/16　8：30～受付
※先着６人

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 10 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（2/22 ～ 3/5）
※先着４人

22-9632

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

10日㈬ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３ 市民生活課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 24 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期間（2/25 ～ 3/22）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 12 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期限（3/10）
※先着 4人

22-9638

出張年金相談
※予約制

3 日㈬
10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-

911219 日㈮

緑（園芸）の相談 8日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎玄関ロビー 都市計画課 22-9731

外国人のための
行政書士相談
※予約制

14 日㈰ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階
多文化共生センター

市民生活課
※受付期限（3/10）
※先着４人

22-9702

こころの健康相談
※予約制 24 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所 24-8076

健康相談 26日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階健康ステーション 健康推進課 22-9653

相談内容 問い合わせ 電　話
消費生活相談 市民生活課 22-9626

高齢者の総合相談 地域包括支援センター 26-1521

女性相談　※予約優先

こども未来課 22-9609
家庭児童相談
※予約優先

母子・父子自立相談
※予約優先

こどもの発達相談 こども発達支援センター 22-9627

相談内容 問い合わせ 電　話

障がい者の総合相談 障がい者相談
支援センター 26-7725

ふれあい相談（教育相談） 教育研究センター 21-8839
青少年相談 青少年センター 24-3251

若者の就労相談
※予約優先

いが若者サポート
ステーション 22-0039

雇用・労働相談 商工労働課 22-9669
生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650

人権相談 人権政策課 22-9683

人権相談
（人権擁護委員） 18日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

経営相談 12日㈮ 10:00 ～ 16:00 本庁舎
３階会議室 301 三重県産業支援センター 059-228-

3326

高齢者の就業相談
※予約制 18 日㈭ 13:30 ～ 15:00 伊賀市シルバー

ワークプラザ シルバー人材センター 24-5800
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　市民の皆さんに上野総合市民病院の現状を知って
いただくため、新しいコーナーを始めます。
　今回は令和元年度の当院に関するさまざまな数字
を通じて、診療の状況をお伝えします。

　これらの数字が少ないほど、市民が健康とは言い
切れません。老化とともに生活習慣病などの疾患を
かかえる可能性が高くなりますので、重症化予防の
ために早期発見、早期治療が望まれます。

　気になる症状がある場合は早
めの受診を心がけてください。

　二次救急を担う救急外来では、迅速に診察と検査
を行い、正しい診断と、適切な治療に努めています。
また、より高度な医療が必要と判断した場合、三次
救急を担う救命救急センターや大学病院へ搬送し、
適切な治療が受けられるよう連携をとっています。
　今後も市民の皆さんの安全・安心のために、あら
ゆる救急ニーズに対応する地域のセーフティネット
をめざします。

（上野総合市民病院　院長　田中　光司）

トピックス

　１年間に外来受診した延べ患者数です。１日
平均 190人外来受診したことになります。

69,260 人

71,826 人

　１年間に入院した延べ患者数です。１日平均
197人入院したことになります。

　１年間に救急科を受診した人のうち、救急車
で当院へ搬送された患者数です。１日平均３人
搬送されたことになります。

1,016 人

2,961 人

　１年間に救急科を受診した患者数です。１日
平均８人受診したことになります。

上野総合市民病院の数字
今月号から
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不法投棄された家電製品など (市内 )
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ん
な
で
な
く
そ
う
！ 

不
法
投
棄

３月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

常時開設相談 ※相談時間などはお問い合わせください。

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。
　（年度内１回のみ）

11日㈭
13:00 ～ 16:30 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
3/4　8：30～受付

※先着６人
22-9638 

23 日㈫
市民生活課

3/16　8：30～受付
※先着６人

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 10 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（2/22 ～ 3/5）
※先着４人

22-9632

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

10日㈬ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３ 市民生活課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 24 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期間（2/25 ～ 3/22）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 12 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期限（3/10）
※先着 4人

22-9638

出張年金相談
※予約制

3 日㈬
10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-

911219 日㈮

緑（園芸）の相談 8日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎玄関ロビー 都市計画課 22-9731

外国人のための
行政書士相談
※予約制

14 日㈰ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階
多文化共生センター

市民生活課
※受付期限（3/10）
※先着４人

22-9702

こころの健康相談
※予約制 24 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所 24-8076

健康相談 26日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階健康ステーション 健康推進課 22-9653

相談内容 問い合わせ 電　話
消費生活相談 市民生活課 22-9626

高齢者の総合相談 地域包括支援センター 26-1521

女性相談　※予約優先

こども未来課 22-9609
家庭児童相談
※予約優先

母子・父子自立相談
※予約優先

こどもの発達相談 こども発達支援センター 22-9627

相談内容 問い合わせ 電　話

障がい者の総合相談 障がい者相談
支援センター 26-7725

ふれあい相談（教育相談） 教育研究センター 21-8839
青少年相談 青少年センター 24-3251

若者の就労相談
※予約優先

いが若者サポート
ステーション 22-0039

雇用・労働相談 商工労働課 22-9669
生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650

人権相談 人権政策課 22-9683

人権相談
（人権擁護委員） 18日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

経営相談 12日㈮ 10:00 ～ 16:00 本庁舎
３階会議室 301 三重県産業支援センター 059-228-

3326

高齢者の就業相談
※予約制 18 日㈭ 13:30 ～ 15:00 伊賀市シルバー

ワークプラザ シルバー人材センター 24-5800
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広報広報

今月の表紙は令和３年成人式の様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。

今月の納税
●納期限　３月１日 （月）
納期限内に納めましょう
固定資産税（４期）
国民健康保険税（８期）

2021 年（令和３年）２月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課
〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　89,771 人　○世帯数　40,620 世帯
○男　44,090 人　　○女　45,681 人

伊賀市の人口・世帯数
令和２年 12月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

２月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

　今回は「三重とこわか国体」で市実行委員会のボ
ランティアに登録されている北浦愛梨さんと中瑞希
さんにお話しを聞きました。
Ｑ . ボランティアに応募したきっかけを教えてくだ
さい。

（北浦）　　応募ポスターを見て、やってみたいと好
奇心を抱いたからです。

（中）　　　私は北浦さんに誘われてボランティアに
興味が湧きました。

Ｑ. ボランティア活動への意気込みを教えてください。
（北浦）　　たくさんの人に三重とこわか国体を知っ

てもらって、試合を見に来てほしいです。
（中）　　　三重県で国体が開催されるので、少しで

も貢献したいです。
Ｑ . 三重とこわか国体開催で楽しみにしていること
はありますか？

（北浦）　　全国の選手たちが団結してスポーツを楽
しんでいるところが見たいです。

Ｑ . 市民の皆さんへのメッセージをお願いします。
（北浦・中）私たちと一緒に楽しみましょう！
【ボランティアの申込先・問い合わせ】
　三重とこわか国体伊賀市実行委員会
　（国体推進課）
　☎ 43-9100　℻  43-9102
　 kokutai@city.iga.lg.jp

～三重とこわか国体をもっと知ろう～

vol.17

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990　【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の 30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※点滴・レントゲン検査・血液検査・インフルエンザ検査はできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・
　健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◆受診可能な医療機関は、救急医療情報センター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
　岡波

２
　名張

３
　岡波

４
　名張

５
　上野

６
　名張

７
　名張

８
　岡波

９
　上野

10
　岡波

11
　名張

12
　上野

13
　上野

14
　岡波

15
　岡波

16　
　名張

17
　岡波

18
　名張

19
　上野

20
　名張

21
　名張

22
　岡波

23
　上野

24
　岡波

25
　名張

26
　上野

27
　上野

28
　岡波 ＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。

三重とこわか国体 300日前 PR活動


